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「
百
聞
は
一
見
に
し
か
ず
」
。
目
で

見
て
得
ら
れ
る
情
報
量
は
、
耳
で
聞
い

た
時
の
何
倍
、
何
十
倍
に
も
な
る
。
相

手
に
何
か
を
伝
え
る
た
め
は
分
か
り
や

す
さ
が
大
事
で
あ
り
、
目
に
見
え
る
リ

ア
ル
な
も
の
や
数
字
が
効
果
的
と
い
う

の
も
当
た
り
前
の
話
だ
▼
先
日
あ
る
電

線
加
工
メ
ー
カ
ー
に
行
っ
て
き
た
。
そ
こ
は
年

間
売
り
上
げ
に
対
し
て
設
備
投
資
の
割
合
が
非

常
に
高
く
、
小
さ
な
町
工
場
で
あ
る
に
も
関
わ

ら
ず
、
自
動
加
工
機
や
ロ
ボ
ッ
ト
が
何
台
も
並

ぶ
ラ
イ
ン
は
圧
巻
だ
っ
た
。
な
ぜ
こ
こ
ま
で
積

極
投
資
を
す
る
の
か
、
機
械
を
購
入
す
る
の
か

と
聞
い
た
と
こ
ろ
、
加
工
屋
と
い
わ
れ
る
中
小

企
業
に
と
っ
て
技
術
力
は
生
命
線
で
あ
り
、
そ

れ
は
最
先
端
設
備
を
購
入
し
、
使
う
こ
と
で
高

め
る
こ
と
が
で
き
る
。
さ
ら
に
、
先
進
的
な
設

備
が
あ
る
、
そ
こ
に
投
資
し
て
い
る
と
い
う
こ

と
は
高
い
技
術
力
を
裏
付
け
る
証
拠
。
だ
か
ら

こ
そ
大
手
か
ら
の
試
作
や
開
発
、
量
産
の
依
頼

が
来
て
、
リ
ピ
ー
ト
で
途
切
れ
な
い
の
だ
と
い

う
。
攻
め
の
設
備
投
資
に
よ
っ
て
自
社
の
技
術

力
と
生
産
力
、
さ
ら
に
は
顧
客
や
市
場
を
先
回

り
す
る
先
見
性
を
見
せ
つ
け
、
そ
れ
を
信
用
と

し
て
受
注
を
取
る
。
そ
う
し
た
前
向
き
の
サ
イ

ク
ル
が
回
っ
て
い
た
▼
中
小
企
業
の
設
備
投
資

の
場
合
、
生
産
キ
ャ
パ
シ
テ
ィ
を
増
や
す
た

め
、
顧
客
に
言
わ
れ
た
た
め
な
ど
、
受
け
身
で

行
わ
れ
る
こ
と
が
多
い
。
経
営
基
盤
が
脆
弱
だ

か
慎
重
に
な
る
の
は
仕
方
が
な
い
こ
と
だ
。
し

か
し
案
件
を
依
頼
す
る
側
と
し
て
は
長
年
そ
れ

だ
と
心
も
と
な
い
感
が
あ
る
。
定
期
的
に
設
備

投
資
を
し
て
、
チ
ャ
レ
ン
ジ
を
す
る
企
業
の
方

が
任
せ
た
く
な
る
と
い
う
も
の
。
新
し
い
設
備

は
、
顧
客
に
安
心
感
と
信
用
を
生
む
。
苦
し
い

時
だ
か
ら
こ
そ
、
攻
め
の
設
備
投
資
、
前
向
き

サ
イ
ク
ル
で
現
状
打
破
に
取
り
組
む
こ
と
が
大

切
だ

設備投資で顧客の信用も買う。充実した設備は優れた技術力の証し

　
【
お
知
ら
せ
】

　
次
号
第
３
７
８
号
は
９

月
25
日
に
発
行
い
た
し
ま

す
。オー

ト
メ
ー
シ
ョ
ン
新
聞

人
口
カ
バ
ー
率

98
・
１
％
達
成

国
内
５
Ｇ
整
備

　
総
務
省
は
国
内
の
５
Ｇ
整

備
状
況
を
ま
と
め
、
２
０
２

３
年
度
末
で
全
国
の
５
Ｇ
人

口
カ
バ
ー
率
は
98
・
１
％
に

達
し
、
当
初
目
標
と
し
て
い

た
「
２
０
２
５
年
度
末
で
97

％
」
を
２
年
前
倒
し
で
達
成

し
た
。

　
都
道
府
県
別
で
は
、
99
・

９
％
の
神
奈
川
県
と
大
阪
府

を
筆
頭
に
、
99
・
８
％
の
埼

玉
県
、
東
京
都
、
99
・
６
％

の
沖
縄
県
、
99
・
５
％
の
愛

知
県
、
福
岡
県
、
99
・
２
％

の
富
山
県
が
99
％
を
超
え
、

整
備
が
進
ん
だ
地
域
と
な
っ

て
い
る
。
一
方
で
、
岩
手
県

（
91
・
０
％
）
、
秋
田
県

（
93
・
７
％
）
、
和
歌
山
県

（
93
・
９
％
）
、
鳥
取
県

（
94
・
２
％
）
、
島
根
県

（
87
・
７
％
）
、
高
知
県

（
90
・
１
％
）
、
大
分
県

（
92
・
５
％
）
、
鹿
児
島
県

（
92
・
８
％
）
は
低
め
と
な

っ
て
い
る
。

　
市
区
町
村
別
で
も
、
全
１

７
４
１
市
区
町
村
の
う
ち
、

１
７
３
１
市
区
町
村
に
５
G

基
地
局
が
整
備
さ
れ
て
い

る
。

ビ
ヨ
ン
ド
５
Ｇ
整
備
へ

総
務
省
が
戦
略
を
公
表

　
総
務
省
は
、
５
Ｇ
の
次
の

次
世
代
情
報
通
信
基
盤
で
あ

る
Ｂ
ｅ
ｙ
ｏ
ｎ
ｄ
５
Ｇ
に
つ

い
て
、
２
０
３
０
年
ご
ろ
の

実
現
に
向
け
た
整
備
戦
略
と

な
る
「
Ａ
Ｉ
社
会
を
支
え
る

次
世
代
情
報
通
信
基
盤
の
実

現
に
向
け
た
戦
略
―
Ｂ
ｅ
ｙ

ｏ
ｎ
ｄ
５
Ｇ
推
進
戦
略
２
・

０
―
」
を
公
表
し
た
。

　
２
０
３
０
年
に
は
個
別
分

野
に
特
化
し
た
小
型
・
分
散

化
し
た
Ａ
Ｉ
同
士
を
連
携
さ

せ
る
形
で
の
Ａ
Ｉ
活
用
社
会

が
構
築
さ
れ
、
そ
れ
を
支
え

る
デ
ジ
タ
ル
イ
ン
フ
ラ
は
、

小
規
模
・
分
散
化
し
た
Ａ
Ｉ

と
そ
れ
を
駆
動
す
る
デ
ー
タ

セ
ン
タ
ー
な
ど
を
オ
ー
ル
光

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
で
基
幹
イ
ン

フ
ラ
と
し
て
つ
な
ぎ
、
大
量

の
デ
ー
タ
を
低
遅
延
・
高
信

頼
・
低
消
費
電
力
で
流
通
。

さ
ら
に
各
個
別
分
野
で
は
自

動
車
や
ド
ロ
ー
ン
、
ロ
ボ
ッ

ト
、
セ
ン
サ
な
ど
が
主
端
末

と
な
っ
て
産
業
ワ
イ
ヤ
レ
ス

で
つ
な
が
る
こ
と
で
、
低
環

境
負
荷
（
グ
リ
ー
ン
）
で
安

全
・
安
心
で
信
頼
で
き
る
Ａ

Ｉ
が
社
会
全
体
で
提
供
さ
れ

る
世
界
を
想
定
し
て
い
る
。

　
そ
の
世
界
の
実
現
に
向
け

て
「
オ
ー
ル
光
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
（
Ａ
Ｐ
Ｎ
）
」
「
非
地
上

系
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
（
Ｎ
Ｔ

Ｎ
）
」
「
無
線
ア
ク
セ
ス
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
（
Ｒ
Ａ
Ｎ
）
」

の
３
分
野
を
戦
略
分
野
と
し

て
位
置
付
け
て
取
り
組
み
を

推
進
。

オ
ー
ル
光
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

分
野
で
は
、
複
数
事
業
者
間

を
シ
ー
ム
レ
ス
に
つ
な
ぐ
、

オ
ー
ル
光
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
サ

ー
ビ
ス
の
２
０
３
０
年
ご
ろ

の
国
内
本
格
導
入
と
オ
ー
ル

光
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
関
連
製
品

・
サ
ー
ビ
ス
の
海
外
展
開
を

目
指
す
。
非
地
上
系
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
分
野
で
は
、
空
に
浮

か
ぶ
基
地
局
「
Ｈ
Ａ
Ｐ
Ｓ
」

と
衛
星
通
信
の
国
内
導
入
に

向
け
た
制
度
整
備
と
研
究
開

発
や
海
外
展
開
等
を
支
援
。

無
線
ア
ク
セ
ス
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
分
野
で
は
、
サ
ブ
６
、
ミ

リ
波
、
Ｓ
ｔ
ａ
ｎ
ｄ
　
Ａ
ｌ

ｏ
ｎ
ｅ
（
Ｓ
Ａ
）
の
活
用
を

拡
大
し
て
い
く
と
し
て
い

る
。

三菱ケミカルと日本分析機器工業会、共同でPoC実施

次世代ラボ通信規格「LADS OPC UA」選定
ラ
ボ
オ
ー
ト
メ
ー
シ
ョ
ン
へ
大
き
な
一
歩

有
用
性
の
検
証
と
普
及
推
進

　
三
菱
ケ
ミ
カ
ル
グ
ル
ー
プ
と
日
本
分
析
機
器
工
業
会
（
Ｊ
Ａ
Ｉ
Ｍ
Ａ
）
は
、
次
世
代
ラ
ボ
に
お
け
る
実
験
機
器
や

分
析
機
器
を
つ
な
ぐ
通
信
規
格
と
し
て
「
Ｌ
ａ
ｂ
ｏ
ｒ
ａ
ｔ
ｏ
ｒ
ｙ
　
ａ
ｎ
ｄ
　
Ａ
ｎ
ａ
ｌ
ｙ
ｔ
ｉ
ｃ
ａ
ｌ
　
Ｄ
ｅ

ｖ
ｉ
ｃ
ｅ
　
Ｓ
ｔ
ａ
ｎ
ｄ
ａ
ｒ
ｄ
（
Ｌ
Ａ
Ｄ
Ｓ
）
Ｏ
Ｐ
Ｃ
　
Ｕ
Ａ
」
を
選
定
し
、
共
同
で
Ｐ
ｏ
Ｃ
を
実
施
し
、
有
用

性
の
検
証
お
よ
び
普
及
に
向
け
た
取
り
組
み
を
進
め
る
と
発
表
し
た
。

過
去
最
大
73
兆
円

268

前
年
比
４
％
増　
億
ド
ル

　
国
土
交
通
省
は
、
２
０
２

４
年
度
の
建
設
投
資
見
通
し

を
ま
と
め
、
本
年
度
の
投
資

額
は
前
年
度
比
２
・
７
％
増

の
73
兆
２
０
０
億
円
に
な
る

見
通
し
を
示
し
た
。
過
去
20

年
で
最
大
の
投
資
額
に
な

り
、
建
設
業
の
景
気
好
調
は

継
続
す
る
見
込
み
と
な
っ
て

い
る
。

　
建
設
投
資
の
内
訳
は
、
政

府
投
資
が
26
兆
２
１
０
０
億

円
（
３
・
７
％
増
）
、
民
間

投
資
が
46
兆
８
１
０
０
億
円

（
２
・
２
％
増
）
。
民
間
投

資
の
う
ち
、
民
間
住
宅
建
築

投
資
が
16
兆
５
５
０
０
億
円

（
０
・
８
％
減
）
、
民
間
非

住
宅
建
設
投
資
が
17
兆
８
５

０
０
億
円
（
４
・
４
％
増
）、

民
間
建
築
補
修
（
改
築
・
改

修
）
投
資
が
12
兆
４
１
０
０

億
円（
３
・
１
％
増
）。政
府
、

民
間
と
も
に
増
加
し
、
民
間

で
も
非
住
宅
、
改
装
・
改
修

投
資
が
増
加
す
る
見
通
し
。

　
種
別
で
は
、
建
築
投
資
が

47
兆
２
１
０
０
億
円
、
土
木

投
資
が
25
兆
８
１
０
０
億
円

と
な
っ
て
い
る
。

　
地
域
別
で
は
、
北
海
道
は

４
兆
２
７
０
０
億
円
、
東
北

が
５
兆
７
２
０
０
億
円
、
関

東
が
25
兆
２
６
０
０
億
円
、

北
陸
が
３
兆
７
９
０
０
億

円
、
中
部
地
方
は
８
兆
３
３

０
０
億
円
、
近
畿
が
10
兆
８

４
０
０
億
円
、
中
国
が
４
兆

３
０
０
億
円
、
四
国
が
１
兆

７
９
０
０
億
円
、
九
州
が
８

兆
１
０
０
０
億
円
、
沖
縄
が

８
９
０
０
億
円
と
な
っ
て
い

る
。

　
ま
た
、
国
内
総
生
産
に
占

め
る
建
設
投
資
の
比
率
は
11

・
９
％
と
な
っ
た
。

24
年
度
建
設
投
資
見
通
し

24
年
２
Ｑ
半
導
体
製
造
装
置
販
売
額

に
は
Ｉ
Ｔ
投
資
額
は
26
兆
４

４
４
７
億
円
、
う
ち
Ｄ
Ｘ
関

連
は
６
兆
８
７
３
０
億
円
な

る
と
予
測
し
た
。

　
国
内
の
Ｉ
Ｔ
投
資
額
は
、

コ
ロ
ナ
禍
で
先
送
り
に
な
っ

た
投
資
の
再
開
や
半
導
体
関

連
で
の
大
規
模
投
資
、
イ
ン

バ
ウ
ン
ド
を
含
め
た
人
流
の

回
復
な
ど
を
背
景
と
す
る
設

備
投
資
の
拡
大
に
よ
っ
て
増

加
傾
向
。
従
来
型
の
Ｉ
Ｔ
投

資
は
既
存
シ
ス
テ
ム
の
ダ
ウ

ン
サ
イ
ジ
ン
グ
や
ク
ラ
ウ
ド

化
の
一
方
、
人
手
不
足
へ
の

対
応
や
コ
ス
ト
削
減
を
目
的

と
す
る
効
率
化
で
安
定
し
た

推
移
が
続
く
と
予
測
。
２
０

２
８
年
度
に
は
26
兆
４
４
４

７
億
円
に
達
す
る
と
し
て
い

る
。
製
造
業
の
投
資
額
は
製

造
Ｄ
Ｘ
推
進
と
サ
プ
ラ
イ
チ

ェ
ー
ン
関
連
の
Ｉ
Ｔ
投
資
が

増
え
て
い
る
。

　
分
野
別
で
は
、
業
務
シ
ス

テ
ム
系
は
Ｄ
Ｘ
の
基
盤
構
築

と
し
て
の
需
要
が
堅
調
。
営

業
・
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
系
は

顧
客
接
点
の
多
様
化
へ
の
対

応
や
営
業
の
量
と
質
の
向
上

を
目
的
に
投
資
が
進
み
、
特

に
小
売
・
卸
売
業
や
金
融
業

で
高
成
長
を
予
想
。
ま
た
、

サ
イ
バ
ー
攻
撃
に
対
す
る
セ

キ
ュ
リ
テ
ィ
領
域
へ
の
投
資

も
伸
び
る
と
み
ら
れ
る
。

　
企
業
規
模
別
で
は
、
大
手

企
業
は
Ｄ
Ｘ
推
進
や
業
務
効

率
化
が
中
心
で
、
特
に
物
流

・
運
輸
業
は
２
０
２
４
年
問

題
対
策
、
製
造
業
は
ス
マ
ー

ト
フ
ァ
ク
ト
リ
ー
実
現
に
向

け
た
投
資
が
進
展
し
て
い

る
。
中
堅
・
中
小
企
業
は
Ｉ

Ｔ
リ
テ
ラ
シ
ー
向
上
に
加

え
、
人
手
不
足
対
策
を
目
的

と
し
た
Ｉ
Ｔ
投
資
が
目
立
っ

て
い
る
。

　
Ｄ
Ｘ
関
連
投
資
は
、
２
０

２
３
年
度
で
４
兆
１
３
１
６

億
円
と
な
り
、
２
０
２
８
年

度
に
は
６
兆
８
７
３
０
億
円

に
達
す
る
見
通
し
。
業
種
や

企
業
規
模
を
問
わ
ず
増
加
し

て
お
り
、
今
後
も
デ
ー
タ
活

用
に
よ
る
経
営
管
理
の
高
度

化
、
新
規
ビ
ジ
ネ
ス
の
創

出
、
現
場
課
題
の
解
決
に
向

け
た
Ｄ
Ｘ
投
資
は
続
く
と
見

ら
れ
て
い
る
。

　
富
士
キ
メ
ラ
総
研
は
、
Ｉ

Ｔ
・
Ｄ
Ｘ
関
連
の
投
資
額
調

査
を
ま
と
め
、
デ
ジ
タ
ル
イ

ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
実
現
や
人

手
不
足
対
策
と
し
て
投
資
は

活
発
化
し
、
２
０
２
８
年
度

ラ
ボ
で
は
、
材
料
開
発
の

た
め
の
デ
ー
タ
の
取
得
、
管

理
や
解
析
に
お
い
て
、
質
と

量
の
両
面
で
の
飛
躍
的
な
向

上
を
目
的
と
し
て
、
実
験
環

境
の
デ
ジ
タ
ル
化
や
自
動
化

が
推
進
さ
れ
て
い
る
。
し
か

し
現
状
は
大
半
の
実
験
機
器

が
ス
タ
ン
ド
ア
ロ
ン
で
の
運

用
を
想
定
さ
れ
て
お
り
、
外

部
と
の
通
信
機
能
が
な
い
、

ま
た
は
メ
ー
カ
ー
独
自
の
通

信
プ
ロ
ト
コ
ル
や
ソ
フ
ト
ウ

エ
ア
と
な
っ
て
い
る
こ
と
が

デ
ジ
タ
ル
化
や
自
動
化
推
進

の
ボ
ト
ル
ネ
ッ
ク
と
な
っ
て

い
る
。

　
そ
れ
に
対
し
両
者
は
、
ラ

ボ
用
機
器
の
通
信
と
相
互
運

用
規
格
の
適
用
に
向
け
て
Ｌ

Ａ
Ｄ
Ｓ
　
Ｏ
Ｐ
Ｃ
　
Ｕ
Ａ
に

着
目
し
、
そ
の
早
期
普
及
に

向
け
た
取
り
組
み
を
行
う
。

　
Ｌ
Ａ
Ｄ
Ｓ
　
Ｏ
Ｐ
Ｃ
　
Ｕ

Ａ
は
、
Ｉ
Ｅ
Ｃ
６
２
５
４
１

と
し
て
国
際
標
準
と
な
っ
て

お
り
、
産
業
オ
ー
ト
メ
ー
シ

ョ
ン
な
ど
の
業
界
で
使
用
さ

れ
る
機
器
や
、
ソ
フ
ト
ウ
エ

ア
が
安
全
で
信
頼
性
あ
る
デ

ー
タ
交
換
を
行
う
た
め
に
策

定
さ
れ
た
オ
ー
プ
ン
な
規
格

で
あ
る
「
Ｏ
Ｐ
Ｃ
　
Ｕ
Ａ
」

に
つ
い
て
、
そ
こ
で
定
め
ら

れ
て
い
る
能
力
と
デ
ー
タ
を

格
納
す
る
情
報
構
造
や
通
信

フ
ォ
ー
マ
ッ
ト
、
セ
キ
ュ
リ

テ
ィ
機
能
を
利
用
し
て
、
ラ

ボ
の
実
験
機
器
や
ソ
フ
ト
ウ

エ
ア
向
け
の
情
報
モ
デ
ル
を

構
築
・
運
用
す
る
た
め
の
業

界
標
準
。

　
Ｌ
Ａ
Ｄ
Ｓ
　
Ｏ
Ｐ
Ｃ
　
Ｕ

Ａ
に
よ
っ
て
多
く
の
実
験
機

器
を
プ
ラ
グ
＆
プ
レ
イ
で
つ

な
ぐ
こ
と
で
、
容
易
か
つ
セ

キ
ュ
ア
に
実
験
機
器
の
遠
隔

監
視
・
制
御
や
デ
ー
タ
の
取

得
蓄
積
が
可
能
に
な
る
。
さ

ら
に
、
複
数
の
実
験
機
器
や

研
究
者
間
の
効
率
的
な
連
携

も
可
能
と
な
り
、
自
動
化
に

か
か
る
時
間
や
コ
ス
ト
、
技

術
的
な
制
約
を
減
ら
せ
る
よ

う
に
な
る
。

　
日
本
半
導
体
製
造
装
置
協

会
（
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｊ
）
に
よ
る

と
、
２
０
２
４
年
第
２
四
半

期
の
世
界
の
半
導
体
製
造
装

置
販
売
額
は
前
年
比
４
％
増

の
２
６
８
億
㌦
と
な
っ
た
。

　
地
域
別
で
は
、
中
国
が
62

％
増
の
１
２
０
億
１
０
０
０

万
㌦
、
日
本
が
６
％
増
の
16

億
１
０
０
０
万
㌦
、
そ
の
他

地
域
が
46
％
増
の
12
億
㌦
と

な
り
、
前
年
を
上
回
っ
た

が
、
韓
国
が
20
％
減
の
45
億

２
０
０
０
万
㌦
、
台
湾
が
31

％
減
の
39
億
㌦
、
北
米
が
19

％
減
の
24
億
㌦
、
欧
州
が
42

％
減
の
９
億
４
０
０
０
万
㌦

で
前
年
割
れ
と
な
っ
た
。

　
前
期
比
で
は
、
台
湾
が
66

％
増
、
北
米
が
27
％
増
と
な

り
、
欧
州
は
50
％
減
、
韓
国

が
13
％
減
、
日
本
が
11
％

減
、
中
国
が
２
％
減
と
な
っ

た
が
、
全
体
で
は
１
％
増
と

な
っ
た
。

　
調
査
は
、
Ｓ
Ｅ
Ｍ
Ｉ
と
共

同
で
、
世
界
80
社
以
上
の
半

導
体
製
造
装
置
メ
ー
カ
ー
か

ら
毎
月
提
供
さ
れ
る
デ
ー
タ

を
集
計
し
た
も
の
。

ＳＥＡＪ

電
磁
式
エ
レ
メ
ン
タ
リ
リ
レ
ー

Ｊ
Ｉ
Ｓ
規
格
改
正
NECA 
J S A

　
日
本
電
気
制
御
機
器
工
業

会
（
Ｎ
Ｅ
Ｃ
Ａ
）
は
、
日
本

規
格
協
会
（
Ｊ
Ｓ
Ａ
）
と
協

力
し
素
案
作
成
し
た
電
磁
式

エ
レ
メ
ン
タ
リ
リ
レ
ー
の
日

本
産
業
規
格
（
Ｊ
Ｉ
Ｓ
）
を

改
正
し
た
。

　
改
正
し
た
の
は
「
Ｊ
Ｉ
Ｓ

　
Ｃ
　
６
１
８
１
０
―
１
：

２
０
２
４
（
Ｉ
Ｅ
Ｃ
　
６
１

８
１
０
―
１
：
２
０
１
５
＋

Ａ
Ｍ
Ｄ
１
：
２
０
１
９
）
電

磁
式
エ
レ
メ
ン
タ
リ
リ
レ
ー

―
第
１
部
：
一
般
及
び
安
全

性
要
求
事
項
」
。
旧
規
格
で

誤
解
さ
れ
や
す
い
文
章
の
修

正
、
ル
ー
チ
ン
検
査
項
目
の

内
容
拡
張
と
そ
の
説
明
が
追

加
さ
れ
た
こ
と
を
反
映
、
電

気
的
耐
久
性
に
お
い
て
試
験

後
の
判
定
を
行
う
際
の
条
件

に
つ
い
て
解
釈
表
が
発
行
さ

れ
た
も
の
を
参
考
と
し
て
附

属
書
に
追
加
な
ど
を
行
っ

た
。
こ
れ
に
よ
り
規
格
の
解

釈
が
容
易
に
な
り
、
国
際
的

に
認
証
を
行
っ
て
い
る
民
間

認
証
機
関
で
の
試
験
が

ス
ム
ー
ズ
に
行
わ
れ
る
こ

と
が
で
き
る
よ
う
に
な
る
。

富士キメラ総研「ＩＴ・ＤＸ関連投資額調査」

28年度、ＩＴ26兆円規模
ＤＸは７兆円に達す
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新
製
品
・
サ
ー
ビ
ス

処
理
性
能
10
％
向
上

大
容
量
化
し
機
能
性
も
強
化

東
芝
イ
ン
フ
ラ
シ
ス
テ
ム
ズ 

産
業
用
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ

　
東
芝
イ
ン
フ
ラ
シ
ス
テ
ム
ズ
は
、
長
期
供
給
と
長
期

保
守
、
頑
健
性
な
ど
の
特
長
を
継
承
し
な
が
ら
、
高
速

処
理
・
大
容
量
化
、
機
能
性
を
強
化
し
た
デ
ス
ク
ト
ッ

プ
型
産
業
用
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
「
Ｆ
Ａ
３
１
０
０
Ｔ
Ｘ
　

ｍ
ｏ
ｄ
ｅ
ｌ
８
０
０
」
を
発
売
し
た
。

　
同
製
品
は
、
第
10
世
代
Ｉ

ｎ
ｔ
ｅ
ｌ
　
Ｘ
ｅ
ｏ
ｎ
プ
ロ

セ
ッ
サ
Ｗ
―
１
２
７
０
Ｔ
Ｅ

を
採
用
し
、
従
来
機
種
に
比

べ
コ
ア
／
ス
レ
ッ
ド
数
を
２

倍
と
し
、
処
理
性
能
も
約
10

％
向
上
。
メ
イ
ン
メ
モ
リ
に

Ｄ
Ｄ
Ｒ
４
Ｓ
Ｄ
Ｒ
Ａ
Ｍ
を
採

用
し
、
最
大
32
Ｇ
Ｂ
ま
で
搭

載
可
能
。
ま
た
Ｅ
Ｃ
Ｃ
機
能

を
搭
載
し
、
シ
ス
テ
ム
の
安

定
稼
働
を
実
現
。
ス
ト
レ
ー

ジ
（
Ｈ
Ｄ
Ｄ
）
も
、
従
来
比

FA3100TX model 800G3VM―61YR

Ｇ
５
Ｑ

電
池
電
極
Ｗ
Ｅ
Ｂ
厚
さ
計

�

消
費
電
力
２
分
の
１
横河電機

オ
プ
テ
ッ
ク
ス
・
エ
フ
エ
ー

高
速
で
高
精
度
測
定

Ｉ
Ｏ
―
Ｌ
ｉ

ｎ
ｋ
対
応

非
接
触
温
度
計

パ
ナ
ソ
ニ
ッ
ク

低
反
力
で
高
出
力

ロ
ボ
ッ
ト
用
イ
ン
パ
ク
ト
レ
ン
チ

　
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
に
つ
い
て

も
、
フ
ロ
ン
ト
パ
ネ
ル
に
キ

ー
ロ
ッ
ク
を
設
け
、
ス
ト
レ

ー
ジ
の
物
理
的
な
盗
難
防

止
、
Ｕ
Ｓ
Ｂ
ポ
ー
ト
か
ら
の

デ
ー
タ
の
盗
難
防
止
、
Ｐ
Ｏ

Ｗ
Ｅ
Ｒ
ボ
タ
ン
や
リ
セ
ッ
ト

ボ
タ
ン
の
不
用
意
な
操
作
を

防
止
。
ワ
イ
ヤ
ー
ロ
ッ
ク
を

取
り
付
け
る
た
め
の
セ
キ
ュ

リ
テ
ィ
ロ
ッ
ク
ス
ロ
ッ
ト
も

標
準
搭
載
し
て
い
る
。

　
既
存
の
ハ
ー
ド
・
ソ
フ
ト

資
産
の
有
効
活
用
に
向
け
、

Ｒ
Ｓ
―
２
３
２
Ｃ
イ
ン
タ
フ

ェ
ー
ス
を
２
ポ
ー
ト
標
準
搭

載
し
、
拡
張
ス
ロ
ッ
ト
も
Ｐ

Ｃ
Ｉ
ｅ
を
３
ス
ロ
ッ
ト
、
Ｐ

超軽量でコンパクト
オムロン MOSFETリレー

　
オ
ム
ロ
ン
は
、
Ｗ
Ｓ
Ｏ
Ｎ

４
ピ
ン
低
端
子
間
容
量
＆
低

オ
ン
抵
抗
タ
イ
プ
（
低
Ｃ
×

Ｒ
）
の
Ｍ
Ｏ
Ｓ
Ｆ
Ｅ
Ｔ
リ
レ

ー
「
Ｇ
３
Ｖ
Ｍ
―
61
Ｙ
Ｒ
」

を
発
売
し
た
。
高
周
波
信
号

ス
イ
ッ
チ
に
適
し
た
０
・
８

×
２
・
０
×
１
・
45
㍉
㍍
、

重
さ
わ
ず
か
０
・
01
㌘
の
超

小
型
軽
量
の
Ｗ
Ｓ
Ｏ
Ｎ
パ
ッ

ケ
ー
ジ
。
低
Ｃ
×
Ｒ
＝
13
・

２
ｐ
Ｆ
・
Ω
、
Ｃ
Ｏ
Ｆ
Ｆ

（
標
準
）
＝
12
ｐ
Ｆ
、
Ｒ
Ｏ

Ｎ
（
標
準
）
＝
１
・
１
Ω
に

よ
り
高
周
波
帯
域
で
優
れ
た

出
力
特
性
を
発
揮
。
マ
イ
ナ
ス

40
〜

１
１
０
度
の
高
温
対
応
を
実

現
し
て
い
る
。

幅
広
い
用
途
に
対
応

小
型
パ
ワ
ー
リ
レ
ー

　
オ
ム
ロ
ン
は
、
小
型
・
耐

突
入
性
・
省
エ
ネ
性
の
３
つ

を
兼
ね
備
え
た
10
Ａ
開
閉
用

パ
ワ
ー
リ
レ
ー
「
Ｇ
５
Ｑ
」

を
発
売
し
た
。

　
同
製
品
は
、
小
型
な
が
ら

抵
抗
負
荷
か
ら
誘
導
負
荷
ま

で
幅
広
い
用
途
に
対
応
し
た

10
Ａ
１
ａ
／
１
ｃ
小
型
パ
ワ

ー
リ
レ
ー
。
省
エ
ネ
化
に
貢

献
で
き
る
ラ
ッ
チ
ン
グ
タ
イ

プ
（
―
Ｈ
Ｒ
）
、
保
持
電

圧
、
Ｐ
Ｗ
Ｍ
制
御
対
応
で
き

る
（
―
Ｐ
Ｗ
）
を
ラ
イ
ン
ア

ッ
プ
。
―
Ｈ
Ｒ
シ
リ
ー
ズ
を

除
く
シ
リ
ー
ズ
は
防
爆
認
証

２
倍
の
４
Ｔ
Ｂ
を
採
用
し
て

い
る
。

Ｃ
Ｉ
を
４
ス
ロ
ッ
ト
搭
載
。

対
応
Ｏ
Ｓ
も
バ
ー
ジ
ョ
ン
固

定
の
長
期
サ
ポ
ー
ト
Ｏ
Ｓ
で

あ
る
Ｗ
ｉ
ｎ
ｄ
ｏ
ｗ
ｓ
10
Ｉ

ｏ
Ｔ
　
Ｅ
ｎ
ｔ
ｅ
ｒ
ｐ
ｒ
ｉ

ｓ
ｅ
を
は
じ
め
、
Ｗ
ｉ
ｎ
ｄ

ｏ
ｗ
ｓ
　
Ｓ
ｅ
ｒ
ｖ
ｅ
ｒ
　

Ｉ
ｏ
Ｔ
、
Ｍ
Ｉ
Ｒ
Ａ
Ｃ
Ｌ
Ｅ

　
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｕ
Ｘ
を
サ
ポ
ー
ト

し
て
い
る
。

　
ま
た
長
期
安
定
供
給
、
長

期
保
守
サ
ー
ビ
ス
に
向
け
、

販
売
開
始
後
５
年
間
（
２
０

２
９
年
８
月
ま
で
）
、
同
一

機
種
の
製
品
供
給
を
行
い
、

販
売
終
了
後
（
２
０
２
９
年

８
月
）
さ
ら
に
継
続
し
て
７

年
間
（
２
０
３
６
年
８
月
ま

で
）
の
保
守
サ
ー
ビ
ス
を
実

施
。

　
有
償
オ
プ
シ
ョ
ン
に
よ

　
横
河
電
機
は
、
電
池
電
極

Ｗ
Ｅ
Ｂ
厚
さ
計
「
Ｏ
ｐ
ｒ
ｅ

Ｘ
　
Ｂ
ａ
ｔ
ｔ
ｅ
ｒ
ｙ
　
Ｗ

ｅ
ｂ
　
Ｇ
ａ
ｕ
ｇ
ｅ
　
Ｅ
Ｓ

―
５
（
バ
ッ
テ
リ
ー
・
ウ
ェ

ブ
・
ゲ
ー
ジ
Ｅ
Ｓ
―
５
）
」

を
２
０
２
５
年
１
月
か
ら
発

売
す
る
＝
写
真
。

　
同
社
は
、
１
９
６
２
年
に

製
膜
装
置
用
の
オ
ン
ラ
イ
ン

厚
さ
計
を
発
売
し
て
以
来
、

生
産
ラ
イ
ン
の
最
終
工
程
で

紙
や
フ
ィ
ル
ム
な
ど
シ
ー
ト

素
材
の
厚
さ
、
重
量
、
色
な

ど
の
連
続
測
定
お
よ
び
制
御

を
行
う
製
品
を
提
供
し
、
中

で
も
リ
チ
ウ
ム
イ
オ
ン
電
池

な
ど
の
電
池
電
極
シ
ー
ト
の

生
産
現
場
用
の
Ｗ
Ｅ
Ｂ
Ｆ
Ｒ

Ｅ
Ｘ
３
Ｅ
Ｓ
は
、
大
手
電
池

ｅ
Ｘ
　
Ｃ
ｏ
ｌ
ｌ
ａ
ｂ
ｏ
ｒ

ａ
ｔ
ｉ
ｖ
ｅ
　
Ｉ
ｎ
ｆ
ｏ
ｒ

ｍ
ａ
ｔ
ｉ
ｏ
ｎ
　
Ｓ
ｅ
ｒ
ｖ

ｅ
ｒ
（
統
合
情
報
サ
ー

バ
）
」
を
シ
ス
テ
ム
の
プ
ラ

ッ
ト
ホ
ー
ム
に
採
用
。
周
辺

プ
ロ
セ
ス
と
連
携
す
る
こ
と

で
塗
り
工
厚
さ
を
安
定
さ
せ

る
こ
と
が
で
き
る
。

　
ま
た
、
リ
ア
ル
タ
イ
ム
の

シ
ー
ト
測
定
監
視
ノ
ウ
ハ
ウ

を
結
集
し
、
横
幅
１
５
０
０

㍉
㍍
を
３
秒
で
測
定
す
る
業

界
最
高
レ
ベ
ル
の
ス
キ
ャ
ン

速
度
や
、
幅
方
向
の
測
定
点

が
最
大
１
６
０
０
点
の
高
密

度
な
測
定
、
ス
リ
ッ
ト
幅
が

最
小
５
㍉
㍍
の
分
解
能
を
実

現
し
、
さ
ら
な
る
緻
密
な
品

質
管
理
を
可
能
に
し
て
い

る
。

メ
ー
カ
ー
に
数
多
く
採
用
さ

れ
て
い
る
。
同
製
品
は
そ
の

特
長
を
継
承
し
た
最
新
モ
デ

ル
と
な
る
。

　
ボ
ッ
ク
ス
型
構
造
フ
レ
ー

ム
を
採
用
し
、
従
来
機
種
に

比
べ
て
総
消
費
電
力
を
２
分

の
１
以
下
、
本
体
の
重
量
を

約
４
分
の
１
、
消
費
エ
ア
ー

量
が
10
分
の
１
以
下
に
抑
え

る
高
い
省
エ
ネ
性
能
を
実

現
。
プ
ラ
ン
ト
内
の
設
備
や

シ
ス
テ
ム
か
ら
デ
ー
タ
を
収

集
し
、
最
適
な
情
報
の
一
元

管
理
を
支
援
す
る
「
Ｏ
ｐ
ｒ

　
パ
ナ
ソ
ニ
ッ
ク
エ
レ
ク
ト

リ
ッ
ク
ワ
ー
ク
ス
社
は
、
ロ

ボ
ッ
ト
の
先
端
に
取
り
付
け

て
工
場
の
組
み
立
て
作
業
を

支
援
す
る
、
ロ
ボ
ッ
ト
用
イ

ン
パ
ク
ト
レ
ン
チ
「
ロ
ボ
テ

ッ
ク
イ
ン
パ
ク
ト
」
を
24
年

12
月
か
ら
発
売
す
る
＝
写

真
。

　
同
製
品
は
、
小
型
協
働
ロ

ボ
ッ
ト
に
も
接
続
可
能
な
イ

ン
パ
ク
ト
レ
ン
チ
。
打
撃
式

イ
ン
パ
ク
ト
機
構
を
採
用

し
、
低
反
力
な
が
ら
高
出
力

を
実
現
。
反
力
に
よ
る
ロ
ボ

ッ
ト
へ
の
影
響
も
最
小
限
に

抑
え
、
連
続
作
業
性
に
優
れ

て
い
る
。

　
本
体
に
は
、
締
め
付
ト
ル

ク
に
よ
る
軸
の
ね
じ
れ
を
磁

力
に
置
き
換
え
、
そ
の
磁
界

を
測
定
す
る
こ
と
で
ト
ル
ク

値
を
測
る
磁
歪
式
セ
ン
サ
ー

を
搭
載
。
ト
ル
ク
値
の
他
、

締
め
付
け
角
度
・
波
形
・
作

業
時
間
な
ど
の
各
種
デ
ー
タ

取
得
が
可
能
。

　
ま
た
、
ボ
ル
ト
手
挿
入
時

の
角
度
ば
ら
つ
き
を
補
正

し
、
適
切
な
締
め
付
け
を
サ

ポ
ー
ト
す
る
「
ボ
ル
ト
か
じ

り
検
出
」
の
ほ
か
、
ス
ム
ー

ズ
に
ボ
ル
ト
入
れ
が
で
き
る

伸
縮
ソ
ケ
ッ
ト
、
設
定
し
た

ト
ル
ク
・
本
数
を
締
め
付
け

で
き
る
バ
ッ
チ
管
理
、
１
台

の
工
具
で
異
な
る
設
定
で
締

め
付
け
を
行
う
際
の
ジ
ョ
ブ

管
理
、
複
数
台
の
工
具
を
順

番
に
使
っ
て
締
め
付
け
る
シ

ー
ケ
ン
ス
管
理
な
ど
の
機
能

を
備
え
て
い
る
。

湿
度
と
静
電
気
対
策
用

加
湿
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン

　
パ
ナ
ソ
ニ
ッ
ク
は
、
製
造

現
場
の
繊
細
な
湿
度
管
理
と

静
電
対
策
を
実
現
す
る
極
微

細
ミ
ス
ト
に
よ
る
加
湿
ソ
リ

ュ
ー
シ
ョ
ン
を
日
本
と
中
国

で
発
売
し
た
＝
写
真
。

　
同
製
品
は
、
暑
熱
対
策
用

ミ
ス
ト
シ
ス
テ
ム
で
開
発
し

た
ニ
流
体
ノ
ズ
ル
か
ら
噴
霧

さ
れ
る
、
、
極
微
細
ミ
ス
ト

「
シ
ル
キ
ー
フ
ァ
イ
ン
ミ
ス

ト
」
を
製
造
現
場
加
湿
ニ
ー

ズ
に
用
途
展
開
し
た
加
湿
ソ

リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
。
ミ
ス
ト
は

粒
径
約
７
・
５
μ
ｍ
以
下
の

極
小
で
蒸
発
性
が
高
く
、
生

産
設
備
や
製
品
を
ぬ
ら
す
こ

と
な
く
製
造
現
場
を
加
湿

し
、
静
電
気
の
発
生
を
抑

制
。

　
省
エ
ネ
低
圧
ミ
ス
ト
ノ
ズ

ル
に
よ
っ
て
大
規
模
空
間
を

効
率
よ
く
加
湿
す
る
こ
と

で
、
従
来
の
電
気
ボ
イ
ラ
ー

に
よ
る
蒸
気
を
利
用
し
た
加

湿
と
比
較
し
て
、
消
費
エ
ネ

ル
ギ
ー
を
90
％
削
減
可
能
。

さ
ら
に
ミ
ス
ト
の
気
化
熱
に

よ
る
冷
却
効
果
で
冷
房
負
荷

を
低
減
し
、
空
調
設
備
の
ラ

ン
ニ
ン
グ
コ
ス
ト
削
減
も
可

能
。
冬
は
加
湿
に
よ
る
乾
燥

防
止
、
夏
は
ミ
ス
ト
の
冷
却

効
果
で
従
業
員
へ
の
快
適
な

労
働
環
境
の
提
供
に
も
貢
献

す
る
。

　
オ
プ
テ
ッ
ク
ス
・
エ
フ
エ

ー
は
、
Ｉ
Ｏ
―
Ｌ
ｉ
ｎ
ｋ
対

応
の
非
接
触
温
度
計
「
Ｔ
Ｉ

―
Ｓ
シ
リ
ー
ズ
」
を
発
売
し

た
。
同
製
品
は
、
プ
ラ
ス

マ
イ
ナ
ス

１
℃

の
高
精
度
測
定
が
で
き
、
シ

ビ
ア
な
測
定
要
求
に
対
応
し

た
非
接
触
温
度
計
。
応
答
時

間
50
ｍ
ｓ
以
下
／
出
力
応
答

90
％
の
高
速
応
答
を
実
現

し
、
ラ
イ
ン
上
に
流
れ
る
ワ

ー
ク
の
温
度
測
定
な
ど
に
も

有
効
。
エ
ッ
ジ
検
出
機
能
で

急
激
な
温
度
変
化
を
即
時
に

判
定
で
き
る
。

　
リ
ン
グ
レ
ー
ザ
マ
ー
カ
を

標
準
搭
載
し
、
同
軸
リ
ン
グ

レ
ー
ザ
が
視
野
の
位
置
と
大

き
さ
を
示
し
、
ど
こ
を
測
っ

て
い
る
か
が
一
目
瞭
然
に
分

か
り
、
暗
く
狭
い
場
所
で
も

マ
ー
カ
を
確
認
し
な
が
ら
簡

単
に
位
置
調
整
が
可
能
と
な

っ
て
い
る
。

　
ま
た
、
セ
ン
サ
ヘ
ッ
ド
は

Ｗ
23
×
Ｈ
35
×
Ｄ
49
・
５
の

コ
ン
パ
ク
ト
サ
イ
ズ
で
、
狭

い
場
所
に
も
設
置
可
能
。
二

つ
の
表
示
灯
を
備
え
、
エ
ラ

ー
や
警
告
内
容
、
稼
働
状
態

を
一
目
で
確
認
で
き
る
。
コ

ン
ト
ロ
ー
ラ
に
は
１
･
８
イ

ン
チ
フ
ル
カ
ラ
ー
Ｔ
Ｆ
Ｔ
液

晶
を
搭
載
し
、
漢
字
や
仮
名

表
示
が
可
能
。
画
面
表
示
を

90
度
ず
つ
３
６
０
度
回
転
で

き
、
設
置
方
向
を
気
に
せ
ず

コ
ン
ト
ロ
ー
ラ
を
設
置
で

き
、
簡
単
な
設
置
と
運
用
を

支
援
す
る
。

コ
ン
テ
ッ
ク

無
線
Ｌ
Ａ
Ｎ
経
由
で
拡
張

Ｃ
Ａ
Ｎ
2.0
Ｂ
通
信
ユ
ニ
ッ
ト

　
コ
ン
テ
ッ
ク
は
、
パ
ソ
コ

ン
か
ら
Ｗ
ｉ
―
Ｆ
ｉ
（
無
線

Ｌ
Ａ
Ｎ
）
／
Ｕ
Ｓ
Ｂ
経
由
で

Ｃ
Ａ
Ｎ
通
信
を
増
設
す
る
Ｗ

ｉ
―
Ｆ
ｉ
／
Ｕ
Ｓ
Ｂ
対
応
Ｃ

Ａ
Ｎ
２
･
０
Ｂ
通
信
ユ
ニ
ッ

ト
「
Ｃ
Ａ
Ｎ
―
２
―
Ｗ
Ｆ
」

を
発
売
し
た
。

　
同
製
品
は
、
パ
ソ
コ
ン
に

２
チ
ャ
ネ
ル
の
Ｃ
Ａ
Ｎ
通
信

機
能
を
拡
張
で
き
る
コ
ン
バ

ー
タ
ユ
ニ
ッ
ト
。
Ｃ
Ａ
Ｎ
２

･
０
Ｂ
通
信
に
準
拠
し
、
最

大
１
Ｍ
ｂ
ｐ
ｓ
の
通
信
速
度

に
対
応
。
各
チ
ャ
ネ
ル
は
個

別
の
Ｃ
Ａ
Ｎ
コ
ン
ト
ロ
ー
ラ

に
よ
り
制
御
し
、
他
の
チ
ャ

ネ
ル
の
状
況
に
依
存
し
な
い

お
の
お
の
の
通
信
が
可
能
。

無
線
Ｌ
Ａ
Ｎ
と
し
て
Ｉ
Ｅ
Ｅ

Ｅ
８
０
２
・
11
ｎ
／
ａ
／
ｇ

／
ｂ
の
４
規
格
に
準
拠
、
日

本
と
Ｕ
Ｓ
、
カ
ナ
ダ
、
Ｅ

Ｕ
、
Ｕ
Ｋ
の
規
格
に
対
応

し
、
各
国
で
使
う
こ
と
が
で

き
る
。

　
Ｕ
Ｓ
Ｂ
　
Ｔ
ｙ
ｐ
ｅ
―
Ｃ

ポ
ー
ト
を
搭
載
し
、
Ｕ
Ｓ
Ｂ

経
由
で
の
動
作
も
可
能
。
Ｕ

Ｓ
Ｂ
接
続
時
に
は
Ｕ
Ｓ
Ｂ
バ

ス
パ
ワ
ー
で
動
作
し
、
外
部

か
ら
の
電
源
が
不
要
。

　
自
動
車
Ｅ
Ｃ
Ｕ
の
診
断
プ

ロ
ト
コ
ル
で
あ
る
Ｓ
Ａ
Ｅ
　

Ｊ
２
５
３
４
に
対
応
し
、
自

動
車
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
時
の
診

断
、
Ｅ
Ｃ
Ｕ
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン

グ
時
の
通
信
イ
ン
タ
ー
フ
ェ

ー
ス
と
し
て
使
用
可
能
。
ロ

ー
レ
ベ
ル
の
デ
ー
タ
送
受
信

に
対
応
し
た
Ａ
Ｐ
Ｉ
も
用
意

し
、
自
動
車
部
品
検
査
、
Ｅ

Ｃ
Ｕ
検
査
時
の
Ｃ
Ａ
Ｎ
通
信

デ
バ
イ
ス
と
し
て
も
使
う
こ

と
が
で
き
る
。

固
定
・
回
転
可
能

特
殊
結
束
バ
ン
ド

ヘ
ラ
マ
ン
タ
イ
ト
ン

　
ヘ
ラ
マ
ン
タ
イ
ト
ン
は
、

特
殊
結
束
バ
ン
ド
の
ス
ペ
シ

ャ
ル
シ
リ
ー
ズ
と
し
て
、
隣

接
す
る
２
系
統
の
結
束
物
同

士
を
固
定
し
、
回
転
も
で
き

る
「
カ
プ
ラ
ー
」
を
発
売
し

た
。

　
同
製
品
は
、
配
線
と
つ
り

ボ
ル
ト
や
配
線
と
Ｐ
Ｆ
管
な

ど
隣
接
す
る
結
束
物
同
士
の

Ｉ
Ｅ
Ｃ
６
０
０
７
９
―
１
、

Ｉ
Ｅ
Ｃ
６
０
０
７
９
―
15
準

拠
。
―
Ｈ
Ｒ
シ
リ
ー
ズ
は
、

Ｔ
Ｖ
―
８
定
格
（
突
入
電
流

１
１
７
Ａ
）
、
Ｅ
―
ｂ
ａ
ｌ

ｌ
ａ
ｓ
ｔ
定
格
（
Ｕ
Ｌ
５
０

８
）
に
適
合
。
―
Ｈ
Ａ
は
耐

発
火
性
国
際
安
全
規
格
（
Ｉ

Ｅ
Ｃ
／
Ｅ
Ｎ
６
０
３
３
５
―

１
）
準
拠
し
て
い
る
。

㍍
、
厚
さ
１
・
５
㍉
㍍
ま
で

の
イ
ン
シ
ュ
ロ
ッ
ク
が
使

え
、
さ
ま
ざ
ま
な
種
類
の
タ

イ
に
対
応
。
コ
ン
パ
ク
ト
な

形
状
で
、
四
隅
の
突
起
部
分

が
柱
に
な
っ
て
い
る
た
め
強

度
を
担
保
。
ま
た
、
突
起
に

よ
り
作
業
時
に
持
ち
や
す

く
、
平
面
で
転
が
ら
な
い
形

状
と
な
っ
て
い
る
。

　
耐
熱
・
耐
侯
グ
レ
ー
ド

で
、
欧
州
統
一
規
格
（
Ｅ
Ｎ

４
５
５
４
５
―
２
）
、
全
米

防
火
協
会
規
格
（
Ｎ
Ｆ
Ｐ
Ａ

１
３
０
）に
適
合
し
て
い
る
。

カプラー

固
定
が
で
き
、
結
束
バ
ン
ド

「
イ
ン
シ
ュ
ロ
ッ
ク
」
で
固

定
後
も
、
上
下
約
１
８
０
度

の
範
囲
で
回
転
さ
せ
る
こ
と

が
で
き
る
。
幅
５
・
２
㍉

り
、
保
守
対
応
期
間
を
３
年

延
長
し
、
最
大
10
年
間
（
２

０
３
９
年
８
月
ま
で
）
の
保

守
サ
ー
ビ
ス
も
提
供
す
る
。
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F800シリーズ、センサレスサーボFREQROL-
D700-Gシリーズなど。

■�オムロンリレーアンドデバイス、「くまもと
DXアワード2023特別賞」受賞

オムロンのグループ
会社オムロンリレーア
ンドデバイスは、製品
含有の化学物質におけ
る、環境法規制遵守に
向けた適合の確認・管
理を強化するための
DX活用の取り組みが「くまもとDXアワード2023特
別賞」を受賞した。
　同社は、業務自動化サービス「pengu」を導入し、
顧客への環境に配慮した製品の創出・提供に向けた法
規制への製品の適合情報（環境データ）の管理機能の
強化を実現。IT化支援ツールの活用でPC操作と
Excel集計を自動化し、製品の環境データ管理機能の
強化と共に、業務効率を改善した点で高く評価され
た。

■�安川電機、人協働ロボットソリューションサイ
トをリニューアル

　安川電機は、人協働ロボットを紹介するソリューシ
ョンサイトをリニューアルした。
　導入事例や動画による紹介をはじめ、用途・アプリ
ケーションのパッケージ製品、ハンドやセンサなど周
辺機器、導入までの流れや検討段階に役立つサポート
コンテンツ、業務・業界別ソリューション例、製品解
説などの情報を掲載している。

■�オータックス、新規コンテンツ「スイッチ製品
ご使用上の注意」公開

オータックスは、同社WEBサイトに、新規コンテ
ンツとして「オータックスのスイッチ製品 ご使用上
の注意」を公開した。操作用スイッチを使う場合に注
意すべき点や知っておくと有用なものをまとめてい
る。

■�フジコン、電子部品・通販サイト「チップワン
ストップ」で製品販売を開始

フジコンは、新たな販売チャネルとして、電子部品
・通販サイト「チップワンストップ」で製品販売を開
始した。
　販売製品は基板端子（65種類）、トランジスタク
リップ（10種類）。注文から3営業日以内の配送とな
っている。

■�デルタ電子、アルプスアルパインのパワーイン
ダクター事業を買収

デルタ電子は、アルプスアルパインのパワーインダ
クターと粉末材料事業（生産および研究開発設備、特

■�三菱電機、協働ロボット採用事例にTOPPAN
中部事業部のケースを公開

三菱電機は、協働ロボット「MELFA ASSISTA」
の採用事例について、TOPPAN中部事業部での両面
テープ貼り付け作業の自動化のケースを公開した。

TOPPAN中部事業部はHEXAと共同で、製造現場
で の 両 面 テ ー プ 貼 り 作 業 を 自 動 化 す る ロ ボ ッ ト
「Mobile Robotシステム」を開発。「Mobile Tape」
とロボットの活
用で3つの作業
からなる両面テ
ープ貼り付け作
業を自動化。力
覚センサを組み
合わせて、テー
プ貼り付け時の
的確な圧力制御
を実現。協働ロボット活用で作業者がいる現場でもロ
ボット導入が可能になった。

■�三菱電機、1972年発売の日本初のワイヤ放電
加工機「DWC-50」が未来技術遺産に登録

三菱電機は、国立科学博物館が選定する「2024年
度重要科学技術史資料（未来技術遺産）」に、同社が
1972年に発売した日本初のワイヤ放電加工機「DWC-
50」が登録された。

■�ECADソリューションズ、2024年8月度
ECADライブラリ更新情報　部品点数212万
6850点に
ECADソリューションズは、ECADライブラリの8

月度更新情報を公開し、今回の更新で部品点数が212
万6850点となった。
　今回新たに公開されたのは、IDECの押しボタンス
イッチCWシリーズ（Push-in端子タイプ）、サーキ
ットプロテクタNH1シリーズ、エムジーの超小形端
子台形信号変換器M5・UNITシリーズ、オムロンの
一般リレーG7K、G7Z、プログラマブルコントロー
ラCJ2、CS1W-AT2□□、マシンオートメーションコ
ントローラNX-SL3□□□、NX-V680C、富士電機の
押しボタンスイッチAF30シリーズ、低圧限流ヒュー
ズ半導体保護シリーズCR2L（S）、CR6L形、電磁接
触器SBシリーズ、SC-Eシリーズ、SC-NEXTシリー

成ビル7階。電話092-287-9371。

■�岩崎通信機、アメリカに計測機器の販売会社
「岩通計測アメリカ」設立

岩崎通信機は、米国オレゴン州に計測機器の販売会
社「岩通計測アメリカ」を設立した。
　同社は現在、電子計測事業のパワーエレクトロニク
ス関連商材の強化と海外展開を加速している。昨年ド
イツのプローブメーカーのハイマン・インダストリー
に資本参加し、今回ハイマン社の米国拠点を足掛かり
として、同社と共同出資して販売会社を設立する。既
存の現地販売代理店を含めて北米地域での販売ルート
を確立し、拡販を進める。

■�IBSジャパン、バーチャルショールームを開設
IBSジャパンは、同社Webサイト内ソリューション

ページににバーチャルショールームをオープンした。
バーチャルショールームでは、取り扱い製品の中から
選りすぐったおすすめの製品の概要紹介や動画のほ
か、実際に製品を手に取ったかのような360°モデル
を見ることができる。今後、展示内容の拡充・入れ替
えや、セミナーのオンデマンド配信などを行っていく
予定としている。

セミナー・イベント

■�EPLAN、10月10日名古屋、9月13日新横
浜、9月27日大阪で電気設計CADの操作体験
会
EPLANは、9月から10月にかけて新横浜、大阪、

名古屋で電気設計CADの操作体験会を実施する。
　 体 験 会 は 午 前 と 午 後 に 分 か れ 、 午 前 の 部 は
「EPLANの概要にふれるAMの部」として、EPLAN
の概要や導入事例を通してEPLANどこがいいのか、
導 入 検 討 時 の ポ イ ン ト な ど を 紹 介 。 午 後 の 部 は
「EPLANのソフトウェアにふれるPMの部」とし
て、サンプルプロジェクトを使いEPLAN操作性や機
能を体験してもらい、EPLAN Electric P8で簡単な
回路図を書き、レポートを作成、EPLAN Pro Panel
で中板に部品を配置・自動ルーティングなどを行う。
　9月13日が新横浜、9月27日が大阪、10月10日が名
古屋となっている。

■�リモートロボティクス、9月25日ウェビナー
「製造スペシャリスト人材×ロボット遠隔操
作」
リモートロボティクスは、9月25日に矢崎総業と共

催でウェビナー「『製造スペシャリスト人材』×『ロ
ボット遠隔操作』という新たな打ち手で製造現場の課
題を解決！」を開催する。

ウェビナーでは、矢崎総業が提供する製造現場に精
通したスペシャリスト人材がリモートロボティクスが
提供するロボットの遠隔操作を実現するサービス
「Remolink」を活用して製造現場で稼働するロボッ
トに対して指示を行うことでAIでは対応できない高
度で柔軟な生産を行う事例を紹介する。

ズ、TeSys Dシ
リーズ、プログラ
マ ブ ル 制 御 機 器
M O N I T O U C H
V 9 シ リ ー ズ 、
M O N I T O U C H
V10シリーズ、三
菱 電 機 の P L C
（ C P U ユ ニ ッ
ト ） M E L S E C
iQ-Fシリーズ、
イ ン バ ー タ
FREQROL-B,B3

（A800仕様）シリ
ーズ、FREQROL 

許、知的財産を含む）を約7100万㌦（約104億円）で
買収した。

アルプスアルパインの粉末材料に関する特許技術
は、デバイスや機器のエネルギー効率を向上させる低
電力損失パワーインダクターの開発に使用されてお
り、今回の買収によりデータセンター、AIハイパフ
ォーマンスコンピューティング、エッジコンピューテ
ィング、電気自動車、スマートフォン、次世代ICT製
品などへの受動部品の供給能力を強化する。

■�オリエンタルモーター、新規ユーザー登録・情
報更新キャンペーン

オリエンタルモーターは、同社WEBサイトで新規
ユーザー登録した人、またはすでにユーザー登録して
いる人で最新情報に更新した人を対象に、抽選で
Amazonギフトコード500円分をプレゼントする「新
規ユーザー登録・情報更新キャンペーン」を実施して
いる。期間は9月30日まで。

■�マブチモーター、クローラー式自動搬送ロボッ
トのスタートアップCuboRexに出資

マブチモーターは、建設業・工業・農業、災害現場
などの幅広い不整地の過酷な環境下における人の作業
を、より便利に、より楽にするクローラー式自動搬送
ロボットの開発・生産・販売を手掛けるスタートアッ
プ企業・CuboRex（キューボレックス）に出資した。
　CuboRexのクローラーユニットCuGoシリーズは不
整地の高い走破性を特徴とし、最新機種ではマブチモ
ーターのブラシレスモータ「IS-74BZA」が搭載され
ている。

■�ニデック、京都府向日市に「永守重信創業記念
館」。2027年11月に開設予定

ニデックは、同
社の歴史の紹介と
創業者の経営理念
の伝承を目的とし
て、京都府向日市
に「永守重信創業
記念館」を設立す
る。オープンは2027年11月を予定。
　記念館では、「情熱、熱意、執念」「知的ハードワ
ーキング」、「すぐやる、必ずやる、出来るまでや
る」に代表される「三大精神」といった経営理念を
「変えてはいけないDNA」として未来にわたり伝え
ていくことを目的とし、永守の経営理念や経営者とし
ての足跡や言葉をエピソードやキーアイテムなどと共
に安藤忠雄氏デザインによるダイナミックな建築空間
の中に展示し、一般向けにも公開する。

■�HIWIN、名古屋支店と福岡営業所を移転
HIWINは、9月3日付で名古屋支店と福岡営業所を

移転した。新住所は、名古屋支店が〒450-0002愛知
県名古屋市中村区名駅三丁目19番14号第2名古屋三交
ビル7階。電話052-587-1137、福岡営業所が〒812-
0016福岡市博多区博多駅南一丁目3番6号第三博多偕

重負荷用電磁接触器

高頻度開閉能力を持った
クラッパー形電磁接触器
AC200～550V 80～600A
DC100～220V 80～600A
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高速・高精度化進むサーボモータ
　
日
本
電
機
工
業
会
（
Ｊ
Ｅ
Ｍ
Ａ
）
が
ま
と
め

て
い
る
生
産
統
計
に
よ
る
と
、
２
０
２
３
年
度

（
23
年
４
月
〜
24
年
３
月
）
の
サ
ー
ボ
モ
ー
タ

の
生
産
額
は
、
前
年
度
比
85
・
１
％
の
１
０
３

０
億
円
２
８
０
０
万
円
、
サ
ー
ボ
ア
ン
プ
は
同

88
・
７
％
の
１
０
０
８
億
５
０
０
万
円
で
、
合

わ
せ
て
２
０
３
８
億
３
３
０
０
万
円
に
な
っ
て

い
る
。
23
年
度
は
20
、
21
年
の
部
品
不
足
が
解

消
し
て
生
産
は
ほ
ぼ
正
常
に
戻
っ
た
一
方
で
、

主
要
需
要
先
の
半
導
体
製
造
装
置
や
電
子
部
品

実
装
機
、
ロ
ボ
ッ
ト
関
連
向
け
な
ど
の
市
場
が

低
迷
。
加
え
て
こ
の
間
の
増
産
し
た
在
庫
が
大

幅
に
増
え
た
こ
と
で
、
生
産
は
２
桁
の
減
少
と

な
っ
た
。
月
ベ
ー
ス
で
も
１
７
０
億
円
前
後

と
、
２
０
０
億
円
を
大
き
く
下
回
っ
て
い
る
。

　
24
年
度
は
、
サ
ー
ボ
モ
ー
タ
が
同
１
０
０
・

８
％
の
１
０
３
８
億
円
８
７
０
０
万
円
、
サ
ー

ボ
ア
ン
プ
が
同
１
０
０
・
８
％
の
１
０
１
６
億

４
６
０
０
万
円
で
合
わ
せ
て
２
０
５
５
億
３
３

０
０
万
円
と
ほ
ぼ
横
ば
い
の
見
通
し
を
立
て
て

い
る
。
中
国
市
場
が
停
滞
し
て
い
る
こ
と
に
加

え
、
半
導
体
製
造
装
置
も
年
内
の
回
復
は
予
断

を
許
さ
な
い
こ
と
な
ど
か
ら
、
24
年
度
上
期
は

在
庫
調
整
が
続
く
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
。

　
24
年
上
期（
１
月
〜
６
月
）の
サ
ー
ボ
モ
ー
タ

と
サ
ー
ボ
ア
ン
プ
を
合
わ
せ
た
出
荷
実
績
は
、

前
年
同
期
比
65
・
２
％
の
７
３
６
億
円
と
な
っ

て
お
り
停
滞
を
し
て
い
る
。
サ
ー
ボ
モ
ー
タ
の

大
き
な
需
要
先
で
あ
る
ロ
ボ
ッ
ト
は
、
サ
ー
ボ

モ
ー
タ
と
セ
ン
サ
で
構
成
さ
れ
て
い
る
と
も
い

え
る
ほ
ど
、
ロ
ボ
ッ
ト
の
伸
長
率
と
サ
ー
ボ
モ

ー
タ
の
伸
長
率
は
ほ
ぼ
比
例
す
る
。
ロ
ボ
ッ
ト

が
サ
ー
ボ
モ
ー
タ
の
市
場
拡
大
の
牽
引
役
と
し

て
果
た
す
役
割
は
大
き
い
。
ロ
ボ
ッ
ト
は
慢
性

　
サ
ー
ボ
モ
ー
タ
の
市
場
の
回
復
が
鈍
い
。
生
産
は
正
常
に
戻
っ
て
い
る
も
の
の
、
市
中
在
庫

の
整
理
が
続
い
て
い
る
こ
と
に
加
え
、
主
要
需
要
先
の
半
導
体
製
造
装
置
や
工
作
機
械
な
ど
の

出
荷
が
低
迷
し
影
響
を
受
け
て
い
る
。
サ
ー
ボ
モ
ー
タ
の
製
品
傾
向
は
、
高
分
解
能
化
と
高
速

・
高
精
度
制
御
、
調
整
作
業
の
簡
素
化
、
省
配
線
化
、
安
全
対
策
な
ど
を
中
心
に
取
り
組
ま
れ

て
い
る
。
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
に
対
応
し
た
取
り
組
み
強
化
に
よ
る
需
要
増
も
期
待
さ
れ

て
い
る
。
半
導
体
関
連
や
自
動
車
関
連
の
投
資
は
継
続
し
て
お
り
、
在
庫
調
整
が
終
了
す
れ
ば

一
気
に
上
昇
基
調
に
転
じ
る
も
の
と
期
待
さ
れ
て
い
る
。

次の飛躍へ技術蓄積と生産体制整備

用
途
に
応
じ
た
使
い
や
す
さ
追
求

省
エ
ネ
効
果
で
環
境
対
策
に
期
待

的
な
人
手
不
足
か
ら
代
替
え
手
段
と
し
て
期

待
さ
れ
て
お
り
、
人
と
協
働
で
動
く
ロ
ボ
ッ

ト
の
開
発
も
盛
ん
だ
。
加
え
て
、
自
動
機
や

ロ
ボ
ッ
ト
で
し
か
な
い
作
れ
な
い
も
の
も
増

え
て
お
り
、
自
動
化
投
資
が
進
ん
で
い
る
。

用
途
も
工
場
で
の
作
業
用
や
物
流
分
野
、
非

製
造
業
で
も
ホ
テ
ル
で
の
案
内
サ
ー
ビ
ス
や

外
食
産
業
の
人
手
補
完
用
、
警
備
や
清
掃
な

ど
と
い
っ
た
幅
広
い
用
途
で
採
用
が
進
み
つ

つ
あ
る
。
コ
ロ
ナ
禍
で
の
感
染
リ
ス
ク
を
避

け
る
た
め
の
需
要
も
出
始
め
て
い
る
。

　
サ
ー
ボ
モ
ー
タ
各
社
は
、
使
い
や
す
さ
に

重
点
を
置
い
た
製
品
開
発
を
進
め
て
い
る
。

複
雑
な
制
御
調
整
が
簡
単
に
で
き
る
オ
ー
ト

チ
ュ
ー
ニ
ン
グ
機
能
、
機
械
の
振
動
を
抑
え

な
が
ら
短
時
間
で
位
置
決
め
を
行
う
制
振
制

御
技
術
、
作
業
の
安
全
を
確
保
す
る
セ
ー
フ

テ
ィ
制
御
技
術
、
さ
ら
に
効
率
的
な
生
産
を

進
め
る
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
化
対
応
な
ど
が
開
発

の
ポ
イ
ン
ト
と
な
っ
て
い
る
。

　
オ
ー
ト
チ
ュ
ー
ニ
ン
グ
で
は
、
機
械
の
負

荷
変
動
や
剛
性
に
応
じ
て
安
定
し
た
制
御
の

実
現
を
簡
単
に
で
き
る
方
法
を
各
社
が
独
自

に
開
発
し
て
い
る
。
制
振
制
御
技
術
で
は
ア

ー
ム
先
端
の
振
動
に
加
え
、
装
置
本
体
の
残

留
振
動
も
抑
制
で
き
る
低
周
波
抑
制
ア
ル
ゴ

リ
ズ
ム
を
搭
載
し
、
さ
ら
な
る
高
精
度
調
整

を
可
能
に
し
て
い
る
。

　
高
速
化
で
は
、
速
度
周
波
数
応
答
４
・
０

ｋ
Hz
、
27
ビ
ッ
ト
ロ
ー
タ
リ
ー
エ
ン
コ
ー
ダ

の
標
準
搭
載
で
、
１
億
３
４
２
０
万
パ
ル
ス

／
回
転
を
超
え
る
高
分
解
能
製
品
も
ラ
イ
ン

ア
ッ
プ
さ
れ
て
き
て
お
り
、
位
置
決
め
整
定

時
間
を
大
幅
に
短
縮
し
、
高
精
度
な
位
置
決

め
や
微
細
加
工
を
可
能
に
し
て
い
る
。
整
定

時
間
を
短
縮
す
る
こ
と
は
、
業
務
の
効
率
化

に
つ
な
が
り
、
機
械
・
シ
ス
テ
ム
の
生
産
性

が
向
上
す
る
。

　
さ
ら
に
、
モ
ー
タ
回
転
数
も
７
１
５
０
ｒ

／
ｍ
ｉ
ｎ
ま
で
上
が
っ
て
い
る
。

　
ま
た
、
サ
ー
ボ
モ
ー
タ
の
制
御
に
関
し
て

は
、
指
令
応
答
特
性
を
高
め
る
フ
ィ
ー
ド
フ

ォ
ワ
ー
ド
機
能
（
Ｆ
Ｆ
機
能
）
と
、
外
乱
抑

制
特
性
を
高
め
る
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
制
御

（
Ｆ
Ｂ
制
御
）
が
あ
る
が
、
Ｆ
Ｆ
制
御
と
Ｆ

Ｂ
制
御
を
完
全
に
分
離
し
て
制
御
を
行
う
こ

と
が
で
き
る
、
２
自
由
度
制
御
方
式
を
搭
載

し
た
サ
ー
ボ
モ
ー
タ
も
使
わ
れ
て
い
る
。
両

制
御
を
完
全
に
分
離
す
る
こ
と
で
、
よ
り
高

速
・
高
精
度
な
モ
ー
タ
制
御
が
実
現
す
る
。

例
え
ば
電
子
部
品
実
装
機
で
は
、
部
品
搭
載

ヘ
ッ
ド
の
振
動
を
抑
え
た
高
速
実
装
タ
ク
ト

の
実
現
や
、
金
属
加
工
機
で
は
、
摩
擦
や
粘

性
の
影
響
を
少
な
く
し
、
切
断
面
を
滑
ら
か

に
す
る
と
い
っ
た
高
精
度
な
加
工
が
実
現
で

き
る
。
さ
ら
に
、
１
台
の
ア
ン
プ
で
最
大
３

台
（
３
軸
）
の
サ
ー
ボ
モ
ー
タ
が
で
き
る
機

種
も
評
価
が
高
ま
っ
て
い
る
。

　
最
近
注
目
さ
れ
て
い
る
の
は
、
ア
ン
プ
の

診
断
機
能
を
使
っ
た
サ
ー
ボ
モ
ー
タ
の
予
知

診
断
機
能
で
あ
る
。
サ
ー
ボ
モ
ー
タ
の
稼
働

時
間
な
ど
を
計
測
し
て
、
故
障
な
ど
を
予
知

す
る
こ
と
で
稼
働
停
止
な
ど
に
伴
う
ト
ラ
ブ

ル
を
未
然
に
防
止
す
る
こ
と
に
つ
な
が
る
。

　
そ
の
ほ
か
、
小
型
化
の
一
環
と
し
て
動
力

と
信
号
を
一
つ
の
コ
ネ
ク
タ
で
接
続
で
き
る

よ
う
に
す
る
こ
と
で
、
コ
ネ
ク
タ
の
ス
ペ
ー

ス
削
減
し
、
コ
ン
パ
ク
ト
化
を
実
現
し
て
い

る
。

　
小
型
・
軽
量
化
で
は
、
サ
ー
ボ
ド
ラ
イ
ブ

が
必
要
と
す
る
ト
ル
ク
を
直
接
供
給
す
る
ダ

イ
レ
ク
ト
ド
ラ
イ
ブ
（
Ｄ
Ｄ
）
モ
ー
タ
は
、

減
速
機
、
ベ
ル
ト
な
ど
の
中
間
機
構
を
介
さ

ず
に
モ
ー
タ
と
機
械
を
直
接
接
合
し
、
動
力

・
動
作
を
伝
え
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
か

ら
、
薄
型
・
コ
ン
パ
ク
ト
化
で
シ
ン
プ
ル
構

造
が
可
能
に
な
る
。
減
速
機
な
ど
を
使
用
し

な
い
こ
と
で
特
に
低
速
で
の
駆
動
が
安
定
し

て
い
る
こ
と
や
、
減
速
機
の
歯
車
か
ら
発
生

す
る
微
振
動
や
音
も
な
く
な
り
、
静
か
で
周

囲
環
境
に
も
優
し
い
。
当
然
な
が
ら
、
減
速

機
な
ど
の
メ
カ
機
構
が
な
い
こ
と
で
、
摩
耗

や
歯
車
の
か
み
合
わ
せ
ず
れ
に
よ
る
位
置
精

度
誤
差
や
故
障
の
発
生
と
い
っ
た
ト
ラ
ブ
ル

の
要
因
も
減
ら
せ
る
こ
と
に
な
り
、
メ
ン
テ

ナ
ン
ス
作
業
の
軽
減
、
低
コ
ス
ト
や
省
資
源

と
い
う
メ
リ
ッ
ト
に
も
つ
な
が
る
。
最
近
注

目
の
２
軸
一
体
型
Ｄ
Ｄ
モ
ー
タ
で
は
、
モ
ー

タ
中
央
部
に
２
つ
の
独
立
し
た
回
転
軸
を
持

た
せ
る
こ
と
で
別
々
の
動
作
を
同
時
に
行
う

こ
と
が
可
能
に
な
り
、
ロ
ボ
ッ
ト
ハ
ン
ド
リ

ン
グ
な
ど
に
有
効
だ
。
２
軸
の
ア
ン
プ
を
使

用
す
れ
ば
制
御
盤
の
コ
ン
パ
ク
ト
化
も
図
れ

る
。

　
リ
ニ
ア
サ
ー
ボ
モ
ー
タ
の
動
向
も
注
目
さ

れ
て
い
る
。
回
転
型
サ
ー
ボ
モ
ー
タ
と
ボ
ー

ル
ね
じ
と
の
組
み
合
わ
せ
に
比
べ
、
推
力
が

大
き
く
、
短
ス
ト
ロ
ー
ク
移
動
で
加
減
速
の

繰
り
返
し
な
ど
に
強
み
を
発
揮
で
き
る
。
特

に
、
小
型
で
速
い
動
き
が
求
め
ら
れ
て
い
る

機
械
な
ど
に
最
適
で
あ
る
。
リ
ニ
ア
サ
ー
ボ

モ
ー
タ
で
は
、
高
シ
ョ
ッ
ト
往
復
運
転
の
リ

ニ
ア
ア
ク
チ
ュ
エ
ー
タ
が
半
導
体
テ
ス
ト
ハ

ン
ド
ラ
装
置
な
ど
に
よ
く
使
用
さ
れ
て
い
る

が
、
新
た
に
Ｚ
軸
制
御
で
き
る
よ
う
に
し
た

開
発
も
進
ん
で
い
る
。

　
今
後
の
サ
ー
ボ
モ
ー
タ
の
利
用
領
域
を
拡

大
す
る
上
で
モ
ー
タ
が
セ
ン
サ
の
役
割
を
果

た
し
な
が
ら
、
機
械
装
置
内
の
さ
ま
ざ
ま
な

デ
ー
タ
を
検
出
し
な
が
ら
同
期
し
て
い
く
こ

と
が
重
要
に
な
っ
て
き
て
い
る
。
工
場
の
生

産
ラ
イ
ン
に
携
わ
る
人
が
減
少
す
る
な
か

で
、
装
置
の
状
態
、
サ
ー
ボ
モ
ー
タ
の
動
作

や
稼
働
状
態
を
常
時
把
握
し
て
、
異
常
検
知

や
突
発
的
な
故
障
や
停
止
を
防
ぐ
こ
と
は

「
止
ま
ら
な
い
工
場
」
を
実
現
す
る
上
で
も

大
き
な
鍵
に
な
る
。

　
ま
た
、
サ
ー
ボ
モ
ー
タ
を
つ
な
ぐ
モ
ー
シ

ョ
ン
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
重
要
性
も
増
し
て
い

る
。
特
に
サ
ー
ボ
モ
ー
タ
と
つ
な
が
る
エ
ン

コ
ー
ダ
と
の
通
信
線
に
各
種
セ
ン
サ
や
Ｉ
／

Ｏ
機
器
な
ど
接
続
す
る
こ
と
で
、
省
配
線
化

と
エ
ン
コ
ー
ダ
と
同
期
し
た
セ
ン
サ
デ
ー
タ

の
収
集
も
可
能
に
す
る
動
き
も
出
て
い
る
。

エ
ン
コ
ー
ダ
と
の
通
信
方
式
も
サ
ー
ボ
モ
ー

タ
各
社
で
異
な
っ
た
規
格
を
使
用
し
て
い

る
。

　
セ
ー
フ
テ
ィ
へ
の
対
応
も
進
ん
で
い
る
。

メ
ン
テ
ナ
ン
ス
や
段
取
り
替
え
な
ど
の
通
常

運
転
以
外
の
作
業
で
も
効
率
も
上
げ
る
た
め

に
、
機
械
装
置
を
止
め
な
い
で
、
安
全
に
動

か
し
な
が
ら
作
業
す
る
こ
と
も
必
要
に
な
っ

て
い
る
。
そ
こ
で
重
要
に
な
る
の
は
セ
ー
フ

テ
ィ
シ
ス
テ
ム
へ
の
対
応
だ
、
サ
ー
ボ
モ
ー

タ
に
関
連
す
る
規
格
と
し
て
、
Ｉ
Ｓ
Ｏ
１
３

８
４
９
―
１
、
Ｉ
Ｅ
　
Ｃ
６
１
５
０
８
シ
リ

ー
ズ
、
Ｉ
Ｅ
Ｃ
６
２
０
６
１
、
Ｉ
Ｅ
Ｃ
６
０

２
０
４
―
１
、
Ｉ
Ｅ
Ｃ
６
１
８
０
０
―
５
―

２
な
ど
が
あ
る
が
、
こ
の
う
ち
Ｉ
Ｅ
Ｃ
６
０

２
０
４
―
１
は
、
機
械
の
電
気
装
置
に
関
す

る
要
求
事
項
を
定
め
た
規
格
で
、
停
止
の
制

御
機
能
に
つ
い
て
定
義
さ
れ
て
い
る
。

　
可
変
速
ド
ラ
イ
ブ
シ
ス
テ
ム
の
機
能
安
全

規
格
で
あ
る
Ｉ
Ｅ
Ｃ
６
１
８
０
０
―
５
―
２

へ
の
対
応
も
行
わ
れ
て
い
る
。
安
全
規
格
へ

の
対
応
は
特
に
自
動
車
製
造
関
連
の
用
途
で

求
め
ら
れ
る
こ
と
が
多
く
、
サ
ー
ボ
モ
ー
タ

各
社
の
ほ
と
ん
ど
が
対
応
を
行
っ
て
お
り
、

最
高
安
全
認
証
レ
ベ
ル
「
Ｐ
Ｌ
ｅ
／
Ｓ
Ｉ
Ｌ

３
」
を
ク
リ
ア
し
て
い
る
製
品
も
多
い
。

　
こ
の
ほ
か
、
厳
し
い
環
境
下
で
も
使
用
で

き
る
よ
う
保
護
構
造
Ｉ
Ｐ
65
な
ど
を
標
準
採

用
し
た
タ
イ
プ
や
、
Ｉ
Ｐ
67
対
応
品
も
増
え

て
い
る
。

　
低
剛
性
へ
の
対
応
も
ポ
イ
ン
ト
で
、
特
に

高
速
応
答
が
必
要
な
マ
シ
ン
ボ
ン
ダ
ー
や
、

低
剛
性
メ
カ
ニ
ッ
ク
を
低
振
動
で
高
速
駆
動

し
た
い
取
り
出
し
ロ
ボ
ッ
ト
、
多
関
節
ロ
ボ

ッ
ト
な
ど
で
重
要
視
さ
れ
て
い
る
。

　
サ
ー
ボ
モ
ー
タ
は
、
従
来
の
空
圧
や
油
圧

装
置
に
比
べ
大
幅
な
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
化
や
Ｃ

Ｏ
２

削
減
に
つ
な
が
る
こ
と
か
ら
、
カ
ー
ボ

ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
へ
の
対
応
と
し
て
の
期
待

も
高
ま
っ
て
い
る
。
サ
ー
ボ
モ
ー
タ
減
速
時

の
運
動
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
複
数
台
の
サ
ー
ボ
ア

ン
プ
で
共
有
し
た
り
、
電
源
回
生
す
る
こ
と

で
一
層
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
有
効
活
用
に
つ
な
が

る
。

　
サ
ー
ボ
モ
ー
タ
を
含
め
、
モ
ー
タ
は
「
産

業
の
米
」
と
い
え
る
ほ
ど
重
要
な
役
割
を
有

し
て
い
る
。
自
動
車
の
電
動
化
に
も
見
ら
れ

る
よ
う
に
、
モ
ー
タ
の
用
途
は
さ
ら
に
拡
大

す
る
こ
と
が
見
込
ま
れ
、
需
要
の
山
谷
は
多

少
あ
っ
て
も
基
本
は
右
肩
上
が
り
で
推
移
す

る
の
は
確
実
で
、
い
ま
は
技
術
蓄
積
と
用
途

の
開
拓
を
進
め
、
次
の
飛
躍
に
備
え
る
時
期

と
い
え
そ
う
だ
。
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安
川
電
機
は
、
サ
ー
ボ
モ
ー
タ
の
ト

ッ
プ
メ
ー
カ
ー
と
し
て
業
界
を
リ
ー
ド

　
ジ
ェ
イ
テ
ク
ト
エ
レ
ク
ト
ロ
ニ
ク
ス

は
、
Ａ
Ｃ
サ
ー
ボ
シ
ス
テ
ム
の
Ａ
Ｃ
１

　
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
市
場
に
お
け
る
サ
ー
ボ

モ
ー
タ
の
ケ
ー
ブ
ル
接
続
に
使
用
さ
れ

る
コ
ネ
ク
タ
は
、
メ
ー
ト
ル
ね
じ
式
の

サ
ー
ボ
モ
ー
タ 

主
要
各
社
の
製
品
紹
介

デ
ジ
タ
ル
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
実
現

安川電機

https://www.yaskawa.co.jp

ＡＣサーボドライブ
「Σ―Ⅹシリーズ」

し
て
い
る
が
、
２
０
２
１
年
３
月
か
ら

は
Ａ
Ｃ
サ
ー
ボ
モ
ー
タ
・
コ
ン
ト
ロ
ー

ラ
の
新
シ
リ
ー
ズ
と
し
て
「
Σ
―
Ⅹ

（
シ
グ
マ
・
テ
ン
）
」
を
販
売
中
だ
。

　
「
Σ
―
Ⅹ
シ
リ
ー
ズ
」
は
、
モ
ー
シ

ョ
ン
機
能
を
強
化
し
、
速
度
応
答
周
波

数
を
従
来
シ
リ
ー
ズ
（
Σ
―
７
）
の
３

・
１
ｋ
㎐
か
ら
３
・
５
ｋ
㎐
に
高
め
、

指
令
に
対
す
る
追
従
性
を
向
上
さ
せ

た
。
ま
た
、
モ
ー
タ
最
高
回
転
速
度
も

６
０
０
０
ｍ
ｉ
ｎ
―
１
か
ら
７
０
０
０

ｍ
ｉ
ｎ
―
１
に
上
げ
て
、
タ
ク
ト
タ
イ

ム
の
短
縮
を
実
現
。

　
さ
ら
に
、
エ
ン
コ
ー
ダ
分
解
能
も
24

ｂ
ｉ
ｔ
（
１
６
０
０
万
パ
ル
ス
／
回

転
）
か
ら
、
26
ｂ
ｉ
ｔ
（
６
７
０
０
万

パ
ル
ス
／
回
転
）
と
、
１
回
転
当
た
り

分
解
能
が
４
倍
と
な
り
、
高
精
度
化
し

て
い
る
。

　
搭
載
装
置
の
性
能
を
最
大
限
引
き
出

す
サ
ー
ボ
調
整
機
能
も
、
最
大
１
０
０

倍
の
負
荷
（
従
来
30
倍
）
ま
で
「
調
整

レ
ス
」
、
剛
性
の
低
い
装
置
向
け
の

「
ア
ド
バ
ン
ス
オ
ー
ト
チ
ュ
ー
ニ
ン

グ
」
、
負
荷
変
動
の
大
き
な
装
置
向
け

の
「
ワ
ン
パ
ラ
メ
ー
タ
チ
ュ
ー
ニ
ン

グ
」
な
ど
を
用
意
。

　
そ
の
ほ
か
、
デ
ジ
タ
ル
デ
ー
タ
活
用

や
Ｄ
Ｘ
化
に
向
け
、
各
種
セ
ン
サ
と
接

続
し
て
、
モ
ー
タ
の
制
御
デ
ー
タ
と
外

部
の
セ
ン
サ
デ
ー
タ
を
時
間
同
期
さ

せ
、
装
置
の
変
化
や
異
常
な
ど
を
検
出

で
き
る
機
能
も
搭
載
し
、
サ
ー
ボ
モ
ー

タ
が
セ
ン
サ
の
役
割
を
果
た
す
。
セ
ン

サ
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
「
Σ
―
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｋ

Ⅱ
」
に
よ
り
、
エ
ン
コ
ー
ダ
信
号
線
に

各
種
セ
ン
サ
や
Ｉ
／
Ｏ
機
器
の
な
ど
の

機
械
側
に
設
置
さ
れ
る
機
器
を
接
続
可

能
。

メ
ー
ト
ル
ね
じ
式
丸
型
コ
ネ
ク
タ

フエニックス・コンタクト

https://www.phoenixcontact.com/ja-jp/

ハイブリッドで省配線化

丸
型
コ
ネ
ク
タ
が
求
め
ら
れ
て
お
り
、

そ
の
ニ
ー
ズ
は
国
内
市
場
で
も
徐
々
に

高
く
な
っ
て
い
る
。

　
フ
エ
ニ
ッ
ク
ス
・
コ

ン
タ
ク
ト
は
、
各
種
タ

イ
プ
の
サ
ー
ボ
モ
ー
タ

に
適
し
た
メ
ー
ト
ル
ね

じ
式
丸
型
コ
ネ
ク
タ
を

各
種
ラ
イ
ン
ア
ッ
プ
し

て
い
る
。

　
ま
た
、
電
源
／
信
号

／
通
信
を
１
つ
の
コ
ネ

ク
タ
内
で
接
続
す
る
こ

と
で
省
配
線
化
を
図
る

こ
と
が
で
き
る
Ｍ
40
／

23
サ
イ
ズ
の
ハ
イ
ブ
リ

ッ
ド
コ
ネ
ク
タ
や
、
小

型
機
器
向
け
の
電
源
用

Ｍ
12
コ
ネ
ク
タ
（
Ｋ
／
Ｌ
／
Ｍ
コ
ー

ド
）
な
ど
、
新
し
い
コ
ン
セ
プ
ト
の
モ

ー
タ
設
計
に
幅
広
く
対
応
し
て
い
る
。

　
機
器
と
の
ケ
ー
ブ
ル
接
続
時
も
、
簡

単
で
確
実
な
着
脱
が
可
能
な
Ｏ
Ｎ
Ｅ
Ｃ

Ｌ
Ｉ
Ｃ
Ｋ
（
ワ
ン
ク
リ
ッ
ク
）
シ
リ
ー

ズ
な
ど
操
作
性
の
高
い
製
品
シ
リ
ー
ズ

を
順
次
拡
充
し
て
い
る
。

　
小
型
の
信
号
・
通
信
用
Ｍ
12
コ
ネ
ク

タ
で
は
Ｉ
Ｅ
Ｃ
規
格
に
準
拠
し
た
プ
ッ

シ
ュ
・
プ
ル
接
続
コ
ネ
ク
タ
の
ラ
イ
ン

ア
ッ
プ
を
拡
充
し
て
お
り
、
汎
用
性
が

高
く
標
準
化
さ
れ
た
コ
ネ
ク
タ
の
普
及

を
推
進
し
て
い
る
。

　
Ｍ
40
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
コ
ネ
ク
タ
の
仕

様
は
、
６
３
０
Ｖ
Ａ
Ｃ
／
70
Ａ
、
信
号

線
４
＋
電
源
線
４
＋
通
信
（
Ｃ
Ａ
Ｔ

５
）
４
＋
Ｐ
Ｅ
の
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
接

続
。
Ｍ
12
電
源
用
Ｋ
コ
ー
ド
の
仕
様

は
、
６
３
０
Ｖ
Ａ
Ｃ
／
16
Ａ
、
４
＋
Ｐ

Ｅ
。

Ａ
Ｃ
100
Ｖ
に
も
対
応
可
能

ジェイテクトエレクトロニクス

https://www.electronics.jtekt.co.jp/jp/

ＡＣサーボシステム
ワイドレンジタイプ

０
０
Ｖ
に
も
対
応
可
能
な
ワ
イ
ド
レ
ン

ジ
タ
イ
プ
を
近
日
販
売
す
る
。

　
Ａ
Ｃ
サ
ー

ボ
シ
ス
テ
ム

は
、
単
相
／

３
相
Ａ
Ｃ
２

２
０
Ｖ
専
用

だ
っ
た
が
、

国
内
の
広
い

ニ
ー
ズ
に
対

応
す
る
た
め

Ａ
Ｃ
１
０
０

Ｖ
〜
２
３
０

Ｖ
の
ワ
イ
ド

レ
ン
ジ
に
機

能
ア
ッ
プ
す

る
。

　
従
来
の
モ

ー
シ
ョ
ン
動
作
を
設
定
で
き
る
Ｐ
Ｒ
モ

ー
ド
内
蔵
や
優
れ
た
振
動
抑
制
機
能
や

電
子
カ
ム
機
能
、
キ
ャ
プ
チ
ャ
・
コ
ン

ペ
ア
機
能
な
ど
豊
富
な
機
能
は
継
承
し

て
お
り
、
電
源
ワ
イ
ド
レ
ン
ジ
に
よ
り

さ
ら
な
る
使
い
や
す
さ
を
追
求
し
て
い

る
。

　
モ
ー
タ
・
ド
ラ
イ
バ
の
他
各
種
ケ
ー

ブ
ル
類
・
オ
プ
シ
ョ
ン
な
ど
全
て
在
庫

を
完
備
し
て
お
り
、
即
納
体
制
を
継
続

し
て
い
る
。

　
使
い
や
す
い
ツ
ー
ル
ソ
フ
ト
の
「
Ｋ

Ｓ
Ｄ
―
Ｓ
ｏ
ｆ
ｔ
」
は
、
オ
ー
ト
チ
ュ

ー
ニ
ン
グ
や
オ
シ
ロ
ス
コ
ー
プ
な
ど
の

機
能
が
豊
富
に
準
備
さ
れ
て
お
り
、
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
無
償
で
ダ
ウ
ン
ロ
ー

ド
で
き
る
。
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企
業
に
勤
め
る
技
術
者
の
学
術
論
文
活
用
法
と
そ
の
読
み
方

自らの技術を鍛錬する姿勢が求められる

製造業・世界と戦う担い手づくり
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企
業
に
お
け
る
技
術
者
の
業
務

は
、
そ
の
多
く
が
顧
客
要
望
に
応

じ
た
製
品
実
現
に
向
け
研
究
開
発

を
す
る
場
合
が
多
い
の
が
実
情
で

す
。
当
然
な
が
ら
市
場
ニ
ー
ズ
に

応
え
、
必
要
な
製
品
を
生
み
出
す

の
は
企
業
に
勤
め
る
技
術
者
の
最

優
先
命
題
で
あ
る
こ
と
に
異
論
は

多
く
な
い
と
考
え
ま
す
。

　
た
だ
し
、
昨
今
の
技
術
的
な
ト

レ
ン
ド
で
い
う
と
情
報
量
が
増
加

し
た
上
、
そ
の
多
様
化
が
進
ん
だ

こ
と
で
本
質
を
捉
え
る
こ
と
が
難

し
く
な
り
つ
つ
あ
り
ま
す
。
そ
の

た
め
顧
客
要
望
だ
け
で
は
本
当
の

意
味
で
の
市
場
ニ
ー
ズ
を
捉
え
て

い
る
と
は
言
い
難
く
、
企
業
の
技

術
者
で
あ
っ
て
も
自
ら
が
発
信
者

と
し
て
技
術
情
報
を
発
信
し
、
自

ら
が
技
術
の
核
と
な
る
部
分
を
周

知
す
る
と
い
う
こ
と
で
、
本
質
的

な
市
場
ニ
ー
ズ
を
引
き
出
す
と
い

う
こ
と
が
求
め
ら
れ
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
行
動
を
す
る
際
に

技
術
者
と
し
て
試
さ
れ
る
の
が
、

「
技
術
の
本
質
を
理
解
し
て
い
る

か
」
と
い
う
で
す
。
今
回
の
コ
ラ

ム
で
は
、
自
社
の
技
術
の
核
を
発

信
す
る
た
め
に
不
可
欠
な
、
技
術

の
本
質
へ
の
理
解
に
向
け
た
一
つ

の
ア
プ
ロ
ー
チ
で
あ
る
学
術
論
文

の
読
み
方
と
い
う
こ
と
に
つ
い

て
、
企
業
に
勤
め
る
技
術
者
を
対

象
と
し
て
述
べ
て
み
た
い
と
思
い

ま
す
。学

術
論
文
の
読
み
込
み
の

業
務
へ
の
取
り
込
み
は
技

術
の
本
質
理
解
の
第
一
歩

　
企
業
の
技
術
者
の
多
く
は
高
専

や
短
大
、
そ
し
て
４
年
生
大
学
や

大
学
院
で
理
工
学
の
教
育
を
受
け

て
き
て
い
ま
す
。
大
学
や
大
学
院

は
も
ち
ろ
ん
、
進
ん
だ
教
育
を
行

う
教
育
機
関
で
あ
れ
ば
高
専
で
も

学
術
論
文
を
取
り
入
れ
る
の
は
一

般
的
に
な
り
つ
つ
あ
り
ま
す
。
学

術
論
文
と
い
う
の
は
日
本
語
の
も

の
も
あ
り
ま
す
が
、
一
般
的
に
は

英
語
で
書
か
れ
ま
す
。

　
い
ろ
い
ろ
な
考
え
方
は
あ
る
も

の
の
、
学
術
業
界
で
は
少
な
く
と

も
英
語
が
世
界
で
最
も
使
わ
れ
る

共
通
言
語
に
な
っ
て
い
る
の
が
そ

の
理
由
で
す
。

　
私
も
化
学
や
物
理
、
数
学
な
ど

の
学
術
論
文
を
読
む
こ
と
が
あ
り

ま
す
が
、
技
術
的
な
本
質
を
き
ち

ん
と
述
べ
て
い
る
と
感
じ
る
も
の

の
90
％
近
く
は
英
語
で
書
か
れ
て

い
ま
す
。
日
本
語
の
も
の
で
あ
っ

て
も
古
い
論
文
や
専
門
書
の
中
に

は
大
変
内
容
が
素
晴
ら
し
く
、
本

質
を
つ
い
て
い
る
も
の
も
あ
り
ま

す
が
、
こ
こ
最
近
は
あ
ま
り
そ
の

よ
う
な
も
の
に
出
会
っ
て
い
ま
せ

ん
。

　
残
念
な
が
ら
最
近
の
英
語
論
文

で
も
類
似
の
傾
向
が
あ
り
ま
す
。

最
も
大
切
な
部
分
を
飛
ば
し
て
し

ま
っ
て
い
た
り
、
過
去
の
論
文
の

引
用
だ
け
で
終
わ
っ
て
い
る
も
の

も
多
く
、
読
者
に
技
術
の
本
質
を

伝
え
よ
う
と
い
う
意
識
が
希
薄
化

し
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
危
惧

し
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
時
代

の
流
れ
は
あ
る
も
の
の
、
「
技
術

の
本
質
的
な
議
論
が
行
わ
れ
る
の

は
、
適
正
な
査
読
が
要
求
さ
れ
る

歴
史
あ
る
学
術
論
文
で
あ
る
」
と

い
う
根
底
を
揺
る
が
す
よ
う
な
状

況
に
は
ま
だ
な
っ
て
い
な
い
と
考

え
ま
す
。

　
学
術
論
文
に
お
い
て
は
、

１
・ 

ど
の
よ
う
な
目
的
で
そ
の
研

究
が
進
め
ら
れ
た
の
か

２
・ 

そ
の
目
的
に
対
す
る
結
論
は

何
だ
っ
た
の
か

３
・ 

そ
の
結
論
を
担
保
す
る
技
術

的
理
論
は
何
か

４
・ 

本
論
文
で
報
告
さ
れ
た
こ
と

が
、
ど
の
よ
う
な
形
で
学
術

・
技
術
業
界
の
進
化
に
貢
献

を
す
る
か

と
い
っ
た
こ
と
が
述
べ
ら
れ
ま

す
。

　
昨
今
の
学
術
論
文
は
最
後
に
述

べ
た
「
貢
献
有
無
」
を
必
要
以
上

に
重
視
し
て
し
ま
う
傾
向
に
あ
る

の
が
個
人
的
に
は
残
念
で
は
あ
り

ま
す
が
、
技
術
的
理
論
を
突
き
詰

め
る
と
い
う
３
番
目
の
姿
勢
は
高

く
評
価
で
き
る
部
分
で
あ
り
、
こ

れ
こ
そ
が
今
回
の
主
題
で
あ
る

「
技
術
の
核
を
周
知
す
る
」
と
い

う
こ
と
に
関
連
す
る
部
分
に
な
り

ま
す
。
特
に
自
社
技
術
に
関
連
す

る
よ
う
な
学
術
論
文
に
お
い
て
、

結
論
を
担
保
す
る
た
め
ど
の
よ
う

な
技
術
的
理
論
が
展
開
さ
れ
る
か

を
理
解
す
る
こ
と
は
、
上
述
の
情

報
発
信
に
と
っ
て
大
変
重
要
な
知

見
と
な
り
ま
す
。

企
業
に
勤
め
る
技
術
者
に

教
え
る
べ
き
学
術
論
文
の

読
み
方

　
学
術
論
文
を
読
む
こ
と
は
大
切

で
あ
る
と
い
う
こ
と
を
伝
え
て
、

自
主
的
に
読
み
込
み
が
で
き
る
よ

う
な
技
術
者
は
恐
ら
く
企
業
に
お

い
て
は
少
数
派
で
す
。
さ
ら
に
言

う
と
、
仮
に
学
術
論
文
を
読
め
る

技
術
者
が
い
た
と
し
て
も
、
大
学

や
研
究
機
関
の
研
究
室
に
い
る
よ

う
な
研
究
者
と
同
じ
よ
う
な
視
点

に
な
っ
て
し
ま
い
、
技
術
の
核
を

発
信
し
、
市
場
ニ
ー
ズ
の
本
質
を

引
き
出
す
と
い
う
視
点
が
な
い
場

合
が
ほ
と
ん
ど
の
は
ず
で
す
。

　
企
業
は
日
々
の
売
り
上
げ
と
そ

こ
か
ら
生
み
出
さ
れ
る
利
益
を
原

資
と
し
て
新
し
い
技
術
を
生
み
出

し
て
い
く
と
い
う
の
が
運
営
の
本

質
に
あ
る
た
め
、
新
た
な
技
術
的

理
論
を
発
見
す
る
、
当
該
業
界
の

発
展
に
貢
献
す
る
と
い
う
こ
と
を

本
質
と
す
る
大
学
や
研
究
機
関
の

そ
れ
と
混
同
す
る
こ
と
は
避
け
な

く
て
は
い
け
ま
せ
ん
。
厳
し
い
こ

と
を
言
う
よ
う
で
す
が
、
大
学
や

研
究
機
関
と
同
じ
目
線
を
持
つ
の

で
あ
れ
ば
、
そ
の
覚
悟
は
学
術
論

文
を
読
め
ま
す
と
い
う
よ
う
な
レ

ベ
ル
で
終
わ
る
の
は
論
外
で
す
。

　
大
学
や
研
究
機
関
の
属
す
る
業

界
は
日
々
の
予
算
を
得
る
た
め

「
自
ら
が
筆
者
と
な
っ
て
論
文
執

筆
と
査
読
を
経
て
の
掲
載
を
中
心

と
し
た
成
果
物
を
求
め
ら
れ
る
」

と
い
う
大
変
厳
し
い
世
界
で
す
。

　
そ
の
た
め
、
企
業
の
正
社
員
で

あ
る
技
術
者
と
比
べ
る
と
、
無
期

限
雇
用
の
職
員
に
な
れ
れ
ば
別
で

す
が
、
大
学
や
研
究
機
関
の
研
究

者
は
圧
倒
的
に
不
安
定
な
立
場
に

な
り
が
ち
で
す
。
ま
た
企
業
で
は

初
め
か
ら
研
究
と
開
発
を
分
け
て

い
る
部
門
も
あ
り
ま
す
が
、
基
本

的
に
企
業
で
行
う
べ
き
は
間
違
い

な
く
開
発
で
す
。
そ
の
開
発
で
一

定
の
成
果
を
出
し
た
技
術
者
に
対

し
て
の
み
、
時
間
軸
に
捉
わ
れ

ず
、
あ
る
程
度
腰
を
据
え
て
業
務

が
で
き
る
よ
う
な
研
究
に
近
い
地

位
を
与
え
る
の
が
企
業
の
考
え
る

研
究
で
あ
る
、
と
い
う
の
が
私
の

考
え
で
す
。
開
発
を
知
ら
な
い
技

術
者
に
企
業
で
の
研
究
を
や
ら
せ

て
も
う
ま
く
い
き
ま
せ
ん
。

　
話
を
元
に
戻
し
ま
す
。
多
く
の

企
業
に
お
い
て
、
恐
ら
く
技
術
者

は
学
術
論
文
の
読
み
方
を
知
ら
な

い
場
合
が
多
数
派
だ
と
思
い
ま

す
。
よ
り
正
確
に
は
、
「
企
業
の

技
術
者
と
し
て
の
学
術
論
文
の
読

み
方
」
と
い
う
意
味
で
す
。
大
学

や
研
究
機
関
の
そ
れ
と
は
別
と
ご

理
解
く
だ
さ
い
。
企
業
の
技
術
者

が
、
技
術
の
核
に
関
す
る
情
報
発

信
を
す
る
に
あ
た
り
学
術
論
文
を

ど
の
よ
う
に
読
む
べ
き
か
に
つ
い

て
述
べ
て
み
ま
す
。
手
順
は
以
下

の
通
り
と
な
り
ま
す
。

　
１
・ 

概
要
を
読
む

　
↓
多
く
の
学
術
論
文
に
お
い

て
、
タ
イ
ト
ル
、
筆
者
の
後
に
出

て
く
る
「
Ａ
ｂ
ｓ
ｔ
ｒ
ａ
ｃ
ｔ
」

と
い
う
部
分
で
す
。
こ
こ
を
読
む

こ
と
で
自
社
技
術
に
関
連
す
る
こ

と
が
書
か
れ
て
い
る
の
か
、
技
術

の
核
と
な
る
部
分
が
述
べ
ら
れ
て

い
る
の
か
判
断
を
行
い
ま
す
。

　
２
・ 

結
論
を
読
む

　
↓
技
術
報
告
書
で
は
目
的
の
次

に
来
る
結
論
で
す
が
、
学
術
論
文

で
は
な
ぜ
か
最
後
に
出
て
き
ま

す
。
「
Ｃ
ｏ
ｎ
ｃ
ｌ
ｕ
ｓ
ｉ
ｏ

ｎ
」
と
書
か
れ
て
い
ま
す
。
結
論

で
は
学
術
論
文
で
明
ら
か
と
な
っ

た
部
分
が
総
括
と
し
て
書
か
れ
て

い
る
た
め
、
技
術
の
核
と
し
て
述

べ
る
の
で
あ
れ
ば
何
を
軸
と
す
る

の
か
に
つ
い
て
判
断
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

　
３
・ 

図
や
表
、
グ
ラ
フ
を
見
る

　
↓
図
や
表
、
グ
ラ
フ
は
視
覚
的

な
情
報
密
度
が
高
い
た
め
、
概
要

を
見
る
の
に
適
し
た
部
分
で
す
。

こ
れ
ら
を
見
な
が
ら
、
何
が
述
べ

ら
れ
て
い
る
の
か
イ
メ
ー
ジ
を
膨

ら
ま
せ
ま
す
。
結
論
に
関
連
す
る

よ
う
な
結
果
が
ど
こ
で
表
現
さ
れ

て
い
る
の
か
を
探
す
の
が
最
優
先

に
な
り
ま
す
。

　
多
く
の
場
合
、
概
要
と
結
論
を

読
め
ば
そ
の
論
文
が
「
技
術
の
核

の
情
報
発
信
」
と
い
う
こ
と
に
対

し
有
意
義
か
否
か
の
判
断
は
で
き

る
か
と
思
い
ま
す
。
そ
の
一
方

で
、
図
、
グ
ラ
フ
そ
し
て
表
な
ど

を
見
る
こ
と
で
興
味
を
ひ
か
れ
る

部
分
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
可
能
性

も
あ
り
ま
す
。
こ
の
よ
う
に
企
業

に
い
る
技
術
者
に
と
っ
て
求
め
ら

れ
る
の
は
学
術
論
文
の
全
て
を
理

解
す
る
と
い
う
よ
り
も
、
技
術
の

核
は
何
か
を
理
解
し
、
ど
の
よ
う

に
情
報
発
信
す
れ
ば
い
い
の
か
を

考
え
る
戦
略
の
一
助
と
す
る
こ
と

が
主
目
的
で
す
の
で
、
全
て
を
読

み
込
む
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。
限

ら
れ
た
業
務
時
間
で
行
う
こ
と
を

想
定
す
れ
ば
、
論
文
の
内
容
に
優

先
順
位
を
つ
け
て
焦
点
を
絞
り
、

か
け
る
時
間
を
抑
制
す
る
と
い
う

の
も
大
切
な
こ
と
で
す
。

学
術
論
文
は
ど
の
よ
う
に

し
て
入
手
す
る
か

　
最
後
に
学
術
論
文
の
入
手
方
法

に
つ
い
て
述
べ
ま
す
。
主
な
方
法

は
以
下
の
通
り
で
す
。

１
・ 

オ
ン
ラ
イ
ン
で
の
論
文
サ
イ

ト
で
購
入
す
る

２
・ 

業
者
経
由
で
取
り
寄
せ
る

３
・  

大
学
や
研
究
機
関
で
複
写
を

す
る

　
最
も
手
っ
取
り
早
い
の
は

「
１
」
の
や
り
方
で
す
。

　
ｏ
ｐ
ｅ
ｎ
　
ａ
ｃ
ｃ
ｅ
ｓ
ｓ
の

論
文
を
除
き
、
一
般
的
に
論
文
は

有
償
に
な
り
ま
す
。
サ
イ
ト
で
購

入
す
る
と
電
子
デ
ー
タ
で
購
入
で

き
る
た
め
、
社
内
閲
覧
に
も
応
用

し
や
す
い
メ
リ
ッ
ト
も
あ
り
ま

す
。
「
２
」
の
よ
う
に
業
者
を
使

う
の
も
一
手
で
す
。

　
大
手
企
業
で
は
こ
の
よ
う
な
方

法
を
使
う
の
が
多
い
よ
う
で
す
。

た
だ
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
ほ
と

ん
ど
の
学
術
論
文
は
手
に
入
る
の

で
、
業
者
を
使
う
メ
リ
ッ
ト
は
論

文
と
い
う
よ
り
も
、
書
籍
の
一
部

の
章
の
複
写
と
い
っ
た
使
い
方
に

限
ら
れ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

「
３
」
は
複
数
の
学
術
論
文
を
見

た
い
の
で
あ
れ
ば
選
択
肢
に
入
れ

て
お
き
た
い
ア
プ
ロ
ー
チ
で
す
。

　
い
か
が
で
し
た
で
し
ょ
う
か
。

企
業
に
い
る
技
術
者
で
あ
っ
て

も
、
日
々
自
ら
の
技
術
を
鍛
錬
す

る
姿
勢
が
求
め
ら
れ
ま
す
。

　
そ
の
日
々
の
取
り
組
み
の
中

で
、
学
術
論
文
を
読
む
と
い
う
こ

と
を
取
り
入
れ
る
こ
と
は
こ
れ
か

ら
の
技
術
者
に
と
っ
て
大
変
重
要

で
す
。
こ
の
よ
う
な
地
道
な
取
り

組
み
こ
そ
が
、
技
術
の
核
を
理
解

す
る
と
い
う
こ
と
に
つ
な
が
る
た

め
で
す
。

　
そ
の
一
方
で
、
限
ら
れ
た
時
間

で
ど
の
よ
う
に
学
術
論
文
を
読
め

ば
い
い
の
か
に
つ
い
て
は
、
マ
ネ

ジ
メ
ン
ト
が
理
解
の
上
、
導
線
を

ひ
く
こ
と
が
求
め
ら
れ
ま
す
。
情

報
発
信
は
こ
れ
か
ら
の
技
術
者
に

と
っ
て
大
変
重
要
な
取
り
組
み
で

す
。
し
か
し
そ
れ
は
発
信
者
自
身

が
技
術
の
核
を
持
っ
て
い
な
け
れ

ば
、
右
往
左
往
す
る
も
の
と
な

り
、
本
質
的
な
市
場
ニ
ー
ズ
を
あ

ぶ
り
だ
す
と
こ
ろ
か
、
見
て
も
ら

え
る
こ
と
さ
え
で
き
ま
せ
ん
。
前

述
の
よ
う
な
取
り
組
み
を
自
社
内

に
取
り
入
れ
る
こ
と
で
、
少
し
ず

つ
で
も
情
報
発
信
に
向
け
た
準
備

を
す
る
こ
と
が
肝
要
で
す
。

吉田　州一郎（よしだ　しゅういちろう）
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富
士
キ
メ
ラ
総
研
に
よ
る

自
動
運
転
車
の
世
界
市
場
予

測
に
よ
る
と
、
２
０
２
４
年

は
自
動
車
生
産
台
数
の
約
半

数
が
レ
ベ
ル
２
の
機
能
を
搭

載
し
、
２
０
４
５
年
に
は
自

動
車
生
産
台
数
の
過
半
数
が

レ
ベ
ル
３
以
上
に
な
る
と
予

想
し
て
い
る
。

　
自
動
運
転
車
の
生
産
台
数

は
、
２
０
２

４
年
に
レ
ベ

ル
２
が
４
５

１
３
万
台
、

レ
ベ
ル
３
が
30
万
台
と
な
る

見
込
み
。
レ
ベ
ル
３
に
対
す

る
法
制
度
が
進
ん
で
い
な
い

地
域
が
あ
る
こ
と
や
事
故
時

の
責
任
所
在
の
関
係
か
ら
現

在
は
レ
ベ
ル
２
が
主
流
と
な

っ
て
い
る
が
、
唯
一
、
中
国

で
は
レ
ベ
ル
３
の
生
産
が
先

行
し
て
進
ん
で
い
る
。
た

だ
、
自
動
運
転
に
関
す
る
法

整
備
を
含
む
将
来
的
な
イ
ン

フ
ラ
整
備
を
想
定
し
、
自
動

車
メ
ー
カ
ー
が
無
線
通
信
経

由
で
デ
ー
タ
を
送
受
信
し
て

ソ
フ
ト
ウ
エ
ア
の
更
新
な
ど

を
行
う
Ｏ
Ｔ
Ａ
（
Ｏ
ｖ
ｅ
ｒ

　
Ｔ
ｈ
ｅ
　
Ａ
ｉ
ｒ
）
に
よ

っ
て
、
自
動
運
転
レ
ベ
ル
を

上
げ
ら
れ
る
車
種
の
展
開
を

増
や
し
て
い
る
た
め
、
今
後

は
レ
ベ
ル
３
以
上
の
普
及
が

進
む
と
み
ら
れ
て
い
る
。
レ

ベ
ル
３
の
本
格
普
及
は
２
０

３
５
年
以
降
と
な
り
、
２
０

４
５
年
に
は
自
動
車
生
産
台

数
の
過
半
数
が
レ
ベ
ル
３
以

上
に
な
る
と
予
想
し
て
い

る
。

　
地
域
別
の
レ
ベ
ル
３
以
上

の
進
展
に
つ
い
て
は
、
中
国

で
の
生
産
が
先
行
。

　
中
国
で
は
、
中
国
工
業
情

報
省
が
２
０
２
３
年
に
Ｉ
Ｃ

Ｖ
（
Ｉ
ｎ
ｔ
ｅ
ｌ
ｌ
ｉ
ｇ
ｅ

ｎ
ｔ
　
Ｃ
ｏ
ｎ
ｎ
ｅ
ｃ
ｔ
ｅ

ｄ
　
Ｖ
ｅ
ｈ
ｉ
ｃ
ｌ
ｅ
）
に

関
す
る
長
期
的
な
戦
略
を
発

表
し
、
２
０
２
４
年
６
月
に

は
一
定
の
条
件
下
で
レ
ベ
ル

３
の
公
道
試
験
を
自
動
車
メ

ー
カ
ー
な
ど
９
社
に
承
認
。

新
興
メ
ー
カ
ー
を
含
め
、
自

動
運
転
に
関
す
る
装
備
を
搭

載
し
た
車
両
の
展
開
が
増
え

て
い
る
。
今
後
も
レ
ベ
ル
３

と
４
の
搭
載
車
両
の
走
行
試

験
を
強
化
す
る
と
み
ら
れ
、

市
場
拡
大
を
牽
引
役
と
な
る

見
通
し
。

　
欧
州
や
北
米
で
も
レ
ベ
ル

３
以
上
の
需
要
は
増
え
、
生

産
は
増
加
す
る
見
込
み
。
日

本
で
は
Ｏ
Ｔ
Ａ
に
よ
る
ソ
フ

ト
ウ
エ
ア
の
ア
ッ
プ
デ
ー
ト

で
レ
ベ
ル
３
へ
の
移
行
が
可

能
と
み
ら
れ
る
車
両
が
販
売

さ
れ
て
い
る
こ
と
や
、
開
発

が
進
む
レ
ベ
ル
３
の
シ
ス
テ

ム
が
２
０
２
５
年
頃
か
ら
搭

載
さ
れ
る
こ
と
な
ど
か
ら
、

徐
々
に
伸
長
す
る
と
み
ら
れ

て
い
る
。

　
自
動
運
転
に
関
わ
る
主
要

機
器
に
つ
い
て
は
、
自
動
運

転
の
全
機
能
を
統
合
制
御
・

管
理
す
る
Ｅ
Ｃ
Ｕ
で
あ
る
自

動
運
転
ド
メ
イ
ン
コ
ン
ト
ロ

ー
ラ
ー
と
、
特
定
領
域
で
区

別
す
る
こ
と
な
く
自
動
車
の

全
機
能
を
統
合
制
御
・
管
理

す
る
Ｅ
Ｃ
Ｕ
で
あ
る
ビ
ー
ク

ル
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
は
、
レ

ベ
ル
２
以
上
か
つ
ド
メ
イ
ン

型
Ｅ
／
Ｅ
ア
ー
キ
テ
ク
チ
ャ

ー
や
ゾ
ー
ン
型
Ｅ
／
Ｅ
ア
ー

キ
テ
ク
チ
ャ
ー
と
い
っ
た
次

世
代
Ｅ
／
Ｅ
ア
ー
キ
テ
ク
チ

ャ
ー
を
採
用
す
る
車
両
に
搭

載
さ
れ
、
２
０
２
４
年
に
そ

の
市
場
規
模
は
２
２
０
１
億

円
を
予
想
。
今
後
は
さ
ら
に

採
用
が
増
え
、
２
０
３
０
年

以
降
は
レ
ベ
ル
３
以
上
の
自

動
運
転
車
の
増
加
に
と
も
な

っ
て
、
新
車
生
産
台
数
に
対

す
る
次
世
代
Ｅ
／
Ｅ
ア
ー
キ

テ
ク
チ
ャ
ー
の
搭
載
率
は
２

０
３
０
年
で
15
〜
30
％
、
２

０
４
５
年
頃
に
は
70
〜
80
％

ま
で
上
昇
す
る
と
予
想
し
て

い
る
。

　
Ｌ
ｉ
Ｄ
Ａ
Ｒ
は
、
レ
ー
ザ

ー
光
を
周
囲
に
照
射
し
物
体

に
当
た
り
跳
ね
返
っ
て
く
る

ま
で
の
時
間
か
ら
物
体
の
有

無
や
距
離
、
方
向
な
ど
を
測

定
す
る
製
品
で
、
高
度
な
自

動
運
転
シ
ス
テ
ム
で
は
リ
ア

ル
タ
イ
ム
に
対
向
車
や
歩
行

者
、
障
害
物
の
存
在
を
把
握

す
る
た
め
に
搭
載
さ
れ
る
。

　
２
０
２
４
年
は
前
年
比
95

・
８
％
増
の
９
３
６
億
円
と

な
る
見
込
み
。
ロ
ボ
ッ
ト
タ

ク
シ
ー
サ
ー
ビ
ス
の
増
加
と

中
国
で
Ｎ
ｏ
Ａ
（
Ｎ
ａ
ｖ
ｉ

ｇ
ａ
ｔ
ｉ
ｏ
ｎ
　
ｏ
ｎ
　
Ａ

ｕ
ｔ
ｏ
ｐ
ｉ
ｌ
ｏ
ｔ
）
と
呼

ば
れ
る
自
動
運
転
車
が
発
売

さ
れ
、
そ
れ
ら
へ
の
搭
載
で

市
場
が
急
拡
大
。
２
０
２
５

年
以
降
も
日
系
や
欧
米
系
自

動
車
メ
ー
カ
ー
に
よ
る
レ
ベ

ル
３
以
上
の
車
両
展
開
も
予

想
さ
れ
、
レ
ベ
ル
が
上
が
る

に
つ
れ
詳
細
な
周
辺
環
境
デ

ー
タ
が
必
要
に
な
り
搭
載
数

は
増
加
す
る
こ
と
か
ら
、
引

き
続
き
市
場
は
拡
大
す
る
と

み
ら
れ
て
い
る
。

中
国
先
行
、本
格
普
及
は
35
年
以
降

富士キメラ総研
「自動運転・AIカー市場の将来展望」

「レベル３」以上
2045年、生産台数の過半



（7）　　　２０２４年（令和６年）９月１１日
　
こ
れ
ま
で
の
連
載
で
、
私

が
考
え
る
日
本
の
中
小
製
造

業
が
実
現
し
て
ほ
し
い
日
本

式
デ
ジ
タ
ル
化
の
話
を
し
て

ま
い
り
ま
し
た
。
今
回
は
デ

ジ
タ
ル
化
に
お
け
る
経
営
者

の
役
割
に
つ
い
て
私
の
事
例

を
使
っ
て
お
話
し
さ
せ
て
い

た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
以
前
に
私
は
デ
ジ
タ
ル
化

の
重
要
性
を
き
ち
ん
と
認
識

す
る
の
が
遅
れ
た
と
申
し
上

げ
ま
し
た
。
挽
回
す
る
た
め

に
、
私
は
若
い
人
の
力
を
借

り
て
Ｙ
ｏ
ｕ
Ｔ
ｕ
ｂ
ｅ
チ
ャ

ン
ネ
ル
を
始
め
る
な
ど
、
自

分
な
り
に
デ
ジ
タ
ル
化
の
本

質
を
理
解
す
る
作
業
を
開
始

し
ま
し
た
。
デ
ジ
タ
ル
化
を

自
分
で
進
め
る
技
術
力
が
不

足
し
て
い
る
の
で
、
果
た
し

て
ど
の
程
度
の
こ
と
が
で
き

る
の
か
と
お
っ
か
な
び
っ
く

り
で
始
め
た
チ
ャ
レ
ン
ジ
で

し
た
が
、
若
い
人
の
力
を
借

り
て
始
め
て
み
る
と
、
こ
れ

ま
で
に
蓄
積
し
て
き
た
私
の

専
門
分
野
の
力
を
十
分
に
デ

ジ
タ
ル
化
す
る
こ
と
が
で
き

た
の
で
す
。

　
実
は
そ
の
少
し
前
、
ち
ょ

っ
と
大
げ
さ
で
す
が
、
「
デ

ジ
タ
ル
の
時
代
に
な
り
、
も

う
私
の
役
割
は
終
わ
っ
た
の

【
略
歴
】
柿
内
幸
夫
　
１
９
５
１
年
東
京
生
ま
れ
。

（
株
）
柿
内
幸
夫
技
術
士
事
務
所
　
所
長
と
し
て
モ
ノ
づ

く
り
の
改
善
を
通
じ
て
、
世
界
中
で
実
践
し
て
い
る
。
日

本
経
団
連
の
研
修
講
師
も
務
め
る
。
経
済
産
業
省
先
進
技

術
マ
イ
ス
タ
ー
（
平
成
29
年
度
）
、
柿
内
幸
夫
技
術
士
事

務
所
所
長
　
改
善
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
、
工
学
博
士
　
技
術

士
（
経
営
工
学
）
、
多
摩
大
学
ビ
ジ
ネ
ス
ス
ク
ー
ル
客
員

教
授
、
慶
應
義
塾
大
学
大
学
院
ビ
ジ
ネ
ス
ス
ク
ー
ル
（
Ｋ

Ｂ
Ｓ
）
特
別
招
聘
教
授
（
２
０
１
１
〜
２
０
１
６
）
、
静

岡
大
学
客
員
教
授
。
著
書
「
カ
イ
ゼ
ン
４
・
０
―
ス
タ
ン

フ
ォ
ー
ド
発
企
業
に
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
起
こ
す
」
、

「
儲
か
る
メ
ー
カ
ー
　
改
善
の
急
所
〈
１
０
１
項
〉
」
、

「
ち
ょ
こ
っ
と
改
善
が
企
業
を
変
え
る
：
大
き
な
変
革
を

実
現
す
る
42
の
ヒ
ン
ト
」
な
ど

一
般
社
団
法
人
日
本
カ
イ
ゼ
ン
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

　
改
善
の
実
行
を
通
じ
て
日
本
を
さ
ら
に
よ
く
す
る
こ
と
を

目
指
し
、
２
０
１
９
年
６
月
に
設
立
。
企
業
間
ビ
ジ
ネ
ス
の

マ
ッ
チ
ン
グ
か
ら
問
題
・
課
題
へ
の
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
の
提

供
、
新
た
な
技
術
や
素
材
へ
の
情
報
提
供
、
そ
れ
ら
の
基
礎

と
な
る
企
業
間
の
ワ
イ
ワ
イ
ガ
ヤ

ガ
ヤ
な
ど
勉
強
会
、
セ
ミ
ナ
ー
・

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
、
工
場
見
学

会
、
公
開
カ
イ
ゼ
ン
指
導
会
な
ど

を
行
っ
て
い
る
。

■
詳
細
・
入
会
は
こ
ち
ら
　

https://www.kaizenproject.
jp/

そ
れ
ぞ
れ
の
専
門
家
が
役
割

分
担
す
る
の
が
正
し
い
仕
事

の
進
め
方
だ
と
再
認
識
す
る

こ
と
が
で
き
、
一
瞬
と
は
い

え
不
安
に
な
っ
た
気
持
ち
を

吹
っ
切
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
要
は
、
時
代
が
ア
ナ
ロ

グ
か
ら
デ
ジ
タ
ル
に
変
わ
る

こ
と
と
、
私
の
役
割
に
は
あ

ま
り
大
き
な
変
化
は
な
い
の

だ
と
思
う
に
至
り
ま
し
た
。

　
「
何
を
バ
カ
な
こ
と
を
言

っ
て
い
る
の
だ
！
」
と
笑
わ

れ
て
し
ま
い
そ
う
で
す
が
、

こ
れ
は
私
の
よ
う
な
ア
ナ
ロ

グ
世
代
に
は
少
な
か
ら
ず
あ

り
得
る
思
考
パ
タ
ー
ン
な
の

で
は
な
い
か
と
も
思
っ
た
の

で
す
。
デ
ジ
タ
ル
化
が
進
む

に
つ
れ
、
経
営
者
が
急
に
時

代
に
取
り
残
さ
れ
た
気
持
ち

に
な
っ
て
、
不
安
感
を
持
つ

と
い
っ
た
こ
と
が
あ
っ
た
ら

困
り
ま
す
。
不
安
感
だ
け
な

ら
ば
ま
だ
よ
い
の
で
す
が
、

反
動
で
デ
ジ
タ
ル
化
の
話
題

を
避
け
る
よ
う
な
こ
と
が
あ

っ
て
は
と
て
も
危
険
で
す
。

　
経
営
者
の
役
割
は
デ
ジ
タ

ル
の
時
代
に
な
っ
て
も
ア
ナ

ロ
グ
の
時
代
と
ほ
ぼ
同
じ
で

す
。
た
だ
経
営
目
標
の
達
成

に
デ
ジ
タ
ル
の
カ
イ
ゼ
ン
を

導
入
で
き
れ
ば
、
そ
の
ス
ピ

ー
ド
は
速
く
費
用
は
安
く
で

き
、
経
営
効
率
を
格
段
に
良

く
で
き
る
の
で
す
。
そ
し
て

そ
れ
は
デ
ジ
タ
ル
に
興
味
を

持
つ
こ
と
で
さ
ら
に
加
速
す

る
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。

　
現
場
に
は
カ
イ
ゼ
ン
し
な

け
れ
ば
い
け
な
い
こ
と
が
た

く
さ
ん
あ
り
ま
す
。
「
出
来

上
が
っ
た
製
品
を
一
つ
一
つ

数
え
て
い
る
け
れ
ど
、
自
動

的
に
数
え
ら
れ
な
い
か

な
？
」
「
容
器
が
い
っ
ぱ
い

に
な
る
の
を
確
認
し
て
容
器

の
入
れ
替
え
を
し
て
い
る
け

れ
ど
、
自
動
で
容
器
を
入
れ

替
え
ら
れ
な
い
か
な
？
」

「
紙
媒
体
が
多
く
て
、
イ
ン

プ
ッ
ト
と
か
多
く
て
大
変
だ

け
ど
ペ
ー
パ
ー
レ
ス
に
で
き

な
い
か
な
？
」
そ
う
い
う
こ

と
を
若
い
技
術
者
の
方
と
話

し
て
い
る
と
、
私
が
知
ら
な

い
ア
プ
リ
や
デ
ジ
タ
ル
機
器

を
使
っ
て
そ
れ
ら
を
実
現
し

て
く
れ
る
こ
と
が
し
ば
し
ば

起
き
始
め
て
い
ま
す
。

　
つ
ま
り
、
デ
ジ
タ
ル
時
代

の
経
営
者
の
仕
事
の
進
め
方

と
し
て
、
若
い
方
の
デ
ジ
タ

ル
能
力
を
フ
ル
に
活
用
し

て
、
現
場
レ
ベ
ル
か
ら
デ
ジ

タ
ル
化
し
て
い
く
こ
と
の
旗

振
り
を
す
る
こ
と
が
大
切
な

の
だ
と
私
は
考
え
ま
す
。

　
以
前
に
パ
ソ
コ
ン
の
２
０

０
０
年
問
題
が
起
き
た
時
に

Ｇ
Ｅ
の
会
長
だ
っ
た
ジ
ャ
ッ

ク
・
ウ
ェ
ル
チ
が
若
者
に
デ

ジ
タ
ル
を
教
わ
り
若
い
人
の

力
に
感
心
し
リ
バ
ー
ス
メ
ン

タ
リ
ン
グ
と
い
う
言
葉
が
生

ま
れ
て
定
着
し
た
と
い
う
こ

と
で
す
が
、
遅
れ
ば
せ
な
が

ら
日
本
に
も
こ
の
こ
と
の
必

要
性
が
出
て
き
ま
し
た
。
若

い
人
の
参
入
で
真
の
全
員
参

加
の
経
営
に
な
り
ま
す
ね
。

経
営
者
は
必
ず
し
も
自
身
が

デ
ジ
タ
ル
技
術
を
持
つ
必
要

は
あ
り
ま
せ
ん
。
し
か
し
デ

ジ
タ
ル
技
術
を
自
社
の
総
力

を
挙
げ
て
取
り
込
む
積
極
的

な
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を
取
る

こ
と
は
絶
対
に
必
要
で
す
。

こ
れ
か
ら
の
日
本
式
デ
ジ
タ
ル
化
⑤

日
本
カ
イ
ゼ
ン
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
　
会
長
　
柿
内
幸
夫 第6回

新
し
い

考
え
方

づ
く
り
の

モ
ノ

で
は
な
い
か
」
と
い
っ
た
不

安
感
を
持
っ
た
瞬
間
が
あ
っ

た
の
で
す
。

　
し
か
し
ア
ナ
ロ
グ
の
時
代

に
私
は
ど
う
し
て
い
た
の

か
？
　
と
振
り
返
っ
て
み
る

と
昔
も
各
分
野
の
専
門
技
術

の
知
識
を
十
分
に
持
っ
て
は

お
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
私
の

バ
ッ
ク
グ
ラ
ウ
ン
ド
は
経
営

工
学
（
Ｉ
Ｅ
）
で
あ
り
、
経

営
工
学
の
技
術
を
使
っ
て
、

機
械
工
学
や
電
気
工
学
あ
る

い
は
情
報
工
学
の
専
門
家
の

技
術
情
報
と
合
わ
せ
て
よ
り

多
く
の
利
益
を
生
み
出
す
こ

と
を
し
て
い
た
こ
と
を
思
い

出
し
ま
し
た
。
私
が
全
て
の

技
術
を
持
つ
必
要
は
な
く
、

サイバーリスクの新時代において
企業は攻撃の決定的瞬間に向けて準備を進める

　ランサムウエアやワイパー攻撃は増加の一途を
たどっており、企業は深刻な被害を受け、データ
を復元するために高額な身代金の支払いを支払わ
ざるを得ない状況に追い込まれています。このよ
うな破壊的なサイバー攻撃に対して、企業はどの
ようにレジリエンスを構築すればよいのでしょう
か。

　土曜日の真夜中、CIOの電話が鳴った。同社IT
担当者によれば「重要なシステムに障害が発生
し、最初のサーバーが暗号化され、ハッカーがコ
ンピュータの1台にテキストファイルを残してい
った」と、パニック状況で説明します。その中
で、数百万ユーロの身代金をビットコインで送金する
よう要求していました。優良経営ならどこでも、
このような危機に迅速かつ効率的に対応できるよ
う、マニュアルや事業継続シナリオを作成してい
ますが、なぜこのような計画が期待された結果を
出せず、代わりに身代金を支払ってをデータやシ
ステムを買い戻すこととなったのでしょうか？

　サイバーリスクの観点から見ると、私たちは新
しい世界に生きています。ランサムウエアやワイ
パーのような破壊的な攻撃が出現する以前は、
CISOは主に「データ盗難」インシデント、正確
にはデータの不正開示の問題に直面していまし
た。被害者がまだデータのコピーを持っていたた
め、ビジネスは継続することができましたが、今
日の破壊的なサイバー攻撃では、被害者とそのサ
プライチェーンが顧客に製品やサービスの提供が
不可能になります。

　ランサムウエアとワイパー攻撃は、ITシステ
ムとデータに依存してきた組織を完全にまひさせ
るため、全てを変えてしまいます。企業が調査
し、検知された脅威を軽減し、回復するのに費や
す1秒1秒は、収益の損失を発生させ、ヘルスケア
分野では人命さえ危機にさらします。こうした新
たな攻撃は、企業における対応やサイバーリカバ
リの分野で企業の弱点を容赦なく露呈し、企業の
存続さえ脅かしかねません。

外界から遮断され
孤立したIT・セキュリティ部門
　ほとんどの企業は近年、ITセキュリティとセ
キュリティ部門に多額の投資を行っています。現
在、平均的な企業では130種類以上のサイバーセ
キュリティ・ツールが使用されています。

　このような投資にもかかわらず、大部分のツー
ルは、十分に統合されてなく、効果的かつ効率的
に運用されていません。攻撃対象の規模、防御の
弱点、攻撃者の能力と動機は、セキュリティ予算
や人的リソースに関係なく、どの組織も破壊的な
サイバー攻撃の成功を排除できるとは限りませ
ん。

　オペレーショナル・リスクに対する優れたガバ
ナンスを実証するためには、最悪の事態、つまり
ランサムウエアやワイパー攻撃に備えておく必要
があります。これらの攻撃は、文字通りデジタル
プラグを抜くように会社全体の業務が停止し、電
子メールも電話システムも建物に入るためのアク
セス・コントロールもできません。全てが停止し
ます。

　ほとんどの危機管理計画では、CIOのチームが
バックアップからデータを復元できることを前提
としています。ただし、そのデータがまだ攻撃者
によって破損または削除されていない場合でも、
セキュリティ部門がインシデントを調査するまで
は、その部門は復旧を開始できず、脅威を軽減す
ることもできません。どの脆弱性にパッチを当て
る必要があるのか？　どの持続性メカニズムを設
定から削除する必要があるか？　どのフィッシン
グメールが受信トレイに残っているのか？　これ
らは、調査が答えるべき質問のほんの一部に過ぎ
ません。そうでなければ、システムは全てのバッ
クドアが残ったまま復元され、ともに回収され、
ハッカーは数分以内再び侵入します。

　完全な障害が発生した場合、セキュリティ部門
のツールは、アクセス不可能となり、CISO部門
はCIOと緊密に連携して、まずこれらの重要なツ
ールを信頼できる状態に再構築する必要がありま
す。その後、初めて攻撃に対応することが可能と
なります。企業は、この攻撃の決定的瞬間におけ
る依存関係や問題点を理解し、緊急時計画の出発
点とすることが不可欠です。

　日本におけるサイバーレジリエンスに向けたこ
の戦略的転換は、サイバーセキュリティのフレー
ムワークの強化に重点を置いていることと一致し
ています。NISTサイバーセキュリティフレーム
ワーク2.0やEUのデジタル・オペレーショナル・
レジリエンス法（DORA）と同様に、サイバー
セキュリティ基本法やサイバーセキュリティ対策
センター（NISC）のガイドラインなど、日本の
取り組みもレジリエンスの重要性を強調していま
す。これらの規制では、企業がサイバー攻撃を検
知するだけでなく、そのようなインシデントへの
対応能力や回復能力を強化することが奨励されて
います。歴史的に、これらの分野－対応とデータ
復旧－は、予防と検知に比べて投資が少なかった
が、現在では日本における強固なサイバーセキュ
リティ戦略の重要な構成要素として認識されてい
ます。

緊急時の退避場所

　攻撃が成功した場合でも高い免疫が保たれ、
CIOとCISO部門に信頼できるツールとデータを
提供する安全な場所を社内に設置することは不可
欠です。この安全な場所のコンセプトは、デジタ
ル・フォレンジックやインシデント対応チームに

よって「クリーン・ルーム」と呼ばれています。
Cohesityは、このクリーンルームを、セキュリ
ティ・オペレーション部門が、攻撃がどのように
発生したかについて理解するために、必要な調査
ステップを実行できる隔離された環境と定義して
います。インシデントのタイムラインを作成する
ことで、脅威を排除し、再発を防止するために回
復フェーズにおいて、実施すべき改善措置のマニ
フェストを作成することができます。

　ITオペレーション部門は「ステージング・ル
ーム」と呼ばれる隔離された環境でセキュリティ
部門と連携し、セキュリティ部門の調査によって
明らかになった脅威に対する是正措置を実行しま
す。システムは攻撃の痕跡が全て除去され、脆弱
性にパッチが適用され、システムが堅牢化され、
機能がテストされた後に本番稼働に戻されます。

　Cohesityは、ITオペレーション部門とセキュ
リティ・オペレーション部門を単一のデータ管理
およびセキュリティ・プラットフォームに統合し
ます。これにより、クリーン・ルームとステージ
ング・ルームの迅速な設置、信頼できるセキュリ
ティオペレーションツールの展開（その大部分は
Cohesityのデータセキュリティアライアンスの
メンバーである可能性があり、事前に構築された
統合機能によりレスポンスタイムが改善されま
す）、Cohesityのネイティブハンティング機能
とデータ分類機能を使用して、攻撃封じ込めのた
めにネットワークとシステムを隔離することで発
生するレスポンスの課題に対処すること、システ
ムの迅速な再構築またはリカバリによりミティゲ
ーションプロセスを緩和することなどが可能にな
ります。これら全てが、レスポンスとリカバリの
効率と効果を向上させ、レジリエンスを強化し、
攻撃の影響を軽減することに貢献します。

　サイバー攻撃が成功する可能性が高いことは明
らかです。企業が攻撃の被害を食い止めるために
は、緊急時に必要な全てのツール、データ、プロ
セスに頼ることができることが極めて重要です。

　身代金を支払うことはサイバー攻撃に直面した
企業にとって唯一の解決策のように思われがちだ
が、この方法では期待された成果を得られないこ
とが多いです。Cohesityのサイバー・レジリエ
ンシー戦略担当グローバル・ヘッドであるジェー
ムズ・ブレイクが指摘するように、セキュリティ
予算や人的リソースに関わらず、破壊的なサイバ
ー攻撃のリスクを完全に排除できる組織は存在し
ません。このようなリスクを軽減するためには、
企業はCIOとCISO部門が効果的に活動できる安
全な環境、すなわち「クリーン・ルーム」を確立
しなければなりません。この戦略は、レジリエン
スを向上させ、サイバー攻撃の影響を最小限に抑
えるために極めて重要です。一方で、身代金の支
払いだけ依存することは、保証された解決策とは
言い難く、しばしば残念が結果を招いています。

Cohesity グローバルサイバーレジリエンス戦略責任者

James Blake

著者

寄稿
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始する予定。
　新設備は、鉄骨造8階建て、延べ床面積約3500平方
㍍。

■�日揮ホールディングス、兵庫県神戸市にバイ
オものづくり研究開発拠点を新設

　日揮ホールディングスは、兵庫県神戸市のポートア
イランドに世界初となるガス発酵によるバイオものづ
くりの研究開発拠点を新設する。
　バイオものづくりは微生物を活用し、医薬品や素
材、エネルギー、食品など幅広い分野の製品を生み出
す手法。日揮HDとバッカス・バイオイノベーション
は、将来市場の拡大が見込まれるバイオものづくりに
向けて、共同で微生物の開発・改良から生産プロセス
の開発までをワンストップで手掛ける統合型バイオフ
ァウンドリ事業を推進している。これまで数十年かか
っていた微生物の開発から商業化までの期間を10分
の1以下に短縮し、社会実装に向けた時間とコストを
大幅に削減することを目指している。
　今回、同
社は研究開
発用地（約
1 万 平 方
㍍）をポー
トアイラン
ド に 取 得
し、世界初
のガス培養
技術開発拠
点 で あ る
「バイオプロセス研究所」（JBX）を新設する。JBX
での研究開発で用いる微生物は、二酸化炭素（CO2）
をものづくりの原料として利用できる水素酸化細菌を
想定している。
　2024年8月着工予定、2025年12月竣工予定、延床面
積は、約4000平方㍍。

■�柳井化学工業、山口県柳井市で化学工業品事
業の増強投資

　富士紡ホールディングスは、化学工業品事業におい
て、子会社の柳井化学工業の本社工場の敷地に1ライ
ンを増設する。
　化学工業品事業は、大手化学メーカーなどからの機
能性材料・医薬・農薬などの有機合成品中間体の受託
生産で、業容を拡大。中⻑期にわたる需要拡大も見込
まれており、化学工業品事業の成⻑に向けて柳井本社
工場の敷地内に、新たに1ラインを増設する。
　投資総額は、約62億円。2026年4月頃稼働開始予
定。

■�石屋製菓、札幌市手稲区に菓子・食品生産の
新工場建設

　石屋製菓を中心とするISHIYAグループは、菓子・
食品製造会社「GOURMAND�ISHIYA（グルマンイ
シヤ）」を設立し、札幌市手稲区西宮の沢に新工場を
建設する。新工場は2024年9月に着工、2026年4月の
完成を目指す。
　主力商品以外のバウムクーヘンやロールケーキなど
の商品を中心に製造。「白い恋人」に使用するホワイ
トチョコレートなどの半製品の製造も行うほか、他社
からの受託製造なども見込んでいる。
　延べ床面積は6652平方㍍。敷地面積は6749平方
㍍。鉄骨S造。

国内

■�エースコック、埼玉県川越市に即席麺の新工
場「エースコック関東工場」

　エースコッ
クは、埼玉県
川越市に新た
な生産・配送
拠点となる
「エースコッ
ク関東工場」
を建設する。
　2026年4月
の生産開始を
目指し、現在
のエースコック東京工場（埼玉県川越市）に代わる生
産拠点として、主力商品であるスーパーカップ・わか
めラーメンなどの効率の良い生産を行う。敷地内には
配送センターを併設し、配送システムの刷新を図り、
製品供給能力のさらなる拡充を目指す。2025年12月
竣工予定。
　総投資額は約270億円。敷地面積は7万8166平方
㍍。延床面積は5万6494平方㍍。

■�JFEサンソセンター、福山工場にクリプトン
・キセノン製造装置

　大陽日酸は、JFEスチールとの合弁会社であるJFE
サンソセンター福山工場で、レアガスであるクリプト
ン・キセノン製造装置を新たに設置した。
　レアガス（クリプトン・キセノン）は大型空気分離
装置における酸素・窒素・アルゴン製造時の副産物と
して採取され、大型空気分離装置の少ない日本では大
半を輸入に頼っている。このたび安定的なレアガス供
給に向け国内生産を増強し、サプライチェーンの強靭
化を図るため導入した。
　生産能力はクリプトン260万L/年、キセノン21万L/
年。

■�ENEOS�NUC、神奈川県川崎市の川崎工業
所の超高圧・高圧電線絶縁用ポリエチレン設
備増強

　ENEOS�NUCは、神奈川県川崎市の川崎工場で、
超高圧と高圧電線の絶縁用ポリエチレン設備（生産能
力増強約3万㌧）を増強した。
　太陽光発電・洋上風力発電などの再生可能エネルギ
ーの重要な課題のひとつに送電ロスの最少化があり、
従来の電線より高性能な、超高圧・高圧電力ケーブル

合意した。同工場では米国内に加え、周辺諸国への供
給も行う予定。敷地面積は、約52万8500平方㍍。
2027年7月稼働開始予定。

■�フェローテックHD、マレーシアにシリコン
パーツ製造子会社＆新工場を設立

　フェローテックホールディングスは、マレーシア南
部地区にシリコンパーツ製造子会社を設立し、新工場
を建設する。
　半導体製造用部材（半導体マテリアル製品）の一つ
であるシリコンパーツ事業は、近年の半導体製造装置
の需要増大に伴い急速な成⻑を遂げている。生産面で
は中国の杭州、銀川、常山に生産拠点を有し、顧客の
旺盛な需要に対して安定的な供給を実現している。近
年、大手顧客の生産拠点が東南アジアを含め中国以外
にシフトしていることを鑑み、この度マレーシア南部
地区での新工場建設し、同地区での生産を通じて、顧
客需要の取り込みを強化し、さらなる成⻑を目指す。
　投資金額は、1億3035万中国元（約29億円）。建屋
総床面積は約6000平方㍍。2025年8月操業開始。

■�フェローテックHD、中国・常山地区で金属
受託事業新会社と新工場建設

　フェローテックホールディングは、同社子会社であ
る浙江先導精密機械（FTAP）と常山政府投資企業と
の合弁で金属受託加工を主要事業とする新会社を設立
し、常山地区に新工場を建設する。
　半導体製造装置市場は、近年中国ローカル資本の半
導体装置メーカーの成⻑は著しく、今年以降もその需
要は堅調であり、世界需要の大きな部分を占めること
が想定されている。同社は常山地区での金属受託加工
の生産能力増強し、中国ローカルメーカー向け市場で
のシェア拡大を図る。
　投資額は2億6623万中国元（約59億円）。建屋総床
面積は約5万8000平方㍍。2024年8月着工開始、2025
年12月操業開始予定。

■�積水化学工業、タイで合わせガラス用中間膜
の生産能力増強

　積水化学工業高機能プラスチックスカンパニーは、
タイ（ラヨン県）の合わせガラス用中間膜の生産拠点
に新製膜ラインを増設する。投資金額は約80億円
で、新製膜ラインは2026年度下期の稼動を予定。新
製膜ラインでは、ヘッドアップディスプレイ
（HUD）用くさび形中間膜を中心とした高機能製品
群（N-HPP）を生産する。
　世界の自動車生産台数は今後、2030年には9800万
台に達すると予想され、さらに新エネルギー車（EV
など）へのシフト
が加速している。
合わせガラス用中
間膜は、フロント
ガラスだけでなく
サイドガラスやル
ーフガラスなど使
用される部位が広
がり、補修需要も
拡大していること
から、自動車生産
台数を上回る需要
拡大が見込まれて
いる。

のニーズが高まっ
ている。
　同社の架橋ポリ
エチレンは電線の
絶縁材料として優
れた電気特性、高
クリーン度、加工
性の良さを誇る。
世界的な需要成⻑
と電線会社からの
供給要請に応える
べく、2024年6月
から商用生産を開
始し、2024年7月
下旬から販売を開

海外

■�芝浦機械、インドに射出成形機製造の第2工場
　芝浦機械は、インド市場とその周辺諸国における自
動車、IT、医療分野を中心とした射出成形機の設備
投資需要増加への対応と販売拡大を目的に、このたび
インド・チェンナイにある海外関係会社（シバウラマ
シンインド）の現工場の隣接地に約40億円の投資を
行い、第2工場を開設した。
　新工場の面積は現工場の約2倍となる約1万6000平
方㍍で、最新の大型クレーン、塗装ライン、自動倉庫
を完備した同社グループ最大級の工場となる。ライン
生産とセル生産のハイブリッド工程の導入や最新の生
産管理システムの導入により生産効率が改善し、既存
工場と合わせ射出成形機の生産能力が年間1200台か
ら年間4000台と約3倍に拡大する。新工場は超大型の
射出成形機に加え、同社の他の製品も生産可能となる
シンプルでフレキシブルな工場となる。
　またテクニカルセンターも併設し、最新鋭のテスト
設備を設置、最新の成形技術、制御技術、IoTを活用
した成形テストや、自動化、省人化を促進するシステ
ム設計の検討も可能となっている。

■�ファナック、アメリカミシガン州に新拠点
「ウエストキャンパス」竣工

　ファナックの子会社であるファナックアメリカは、
ミシガン州オーバーンヒルズに米国内の新たな拠点と
してウエストキャンパスを竣工した。同所はファナッ
クアメリカ本社、シカゴ、ノースキャンパスに次ぐ米
国拠点で、北米における工場の自動化の進展を支える
戦略的投資計画の一環となる。
　同所は1億1千万㌦を投じ、約27万平方㍍の土地に
建設。カスタマイズされたオートメーションシステム
を提供し、6000台以上のロボットと保守部品を迅速
に供給するための倉庫スペースを備えている。

■�森永製菓、米国ノースカロライナ州に第2工
場建設　米国でのハイチュウ人気を受け

　森永製菓は、米国における「HI-CHEW」（ハイチ
ュウ）生産体制強化のため、森永アメリカフーズで第
2工場建設する。
　米国でのハイチュウ事業は、2018年度から毎年
20%を超える成⻑を遂げ、2023年度の米国事業の売
上高は約190億円の規模まで伸⻑している。米国のノ
ンチョコレートキャンディ市場は今後も継続した成⻑
が予測されており、一層の販売努力やマーケティング
活動、魅力的な商品開発を推し進めるうえで、生産拠
点の増強による安定した商品供給が必要と判断した。
　鉄骨造で延べ床面積は1万2322平方㍍。投資額は、約
1億3600万㌦（約196億円）。2024年10月着工予定、2026
年6月竣工予定。2027年1月稼働開始を予定している。

■�ニプロ、米国ノースカロライナ州に医療機器
の製造工場

　ニプロの連結子会社であるニプロメディカルコーポ
レーションは、米国ノースカロライナ州ピット郡工業
用地に医療機器製造工場用地を取得した。
　同グループは、2030年度連結売上高1兆円達成を目
指しており、米国で高まる医療機器需要の対応に向
け、ノースカロライナ州政府と工場用地取得について
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